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レ

 高

砂

増

増

抄

序

 
美
ー

哉

、
古
ー

楽

明
ー

徳
ー

遠

矣

、
当
ー

時

弁
ー

冕

端
ー

委

 

シ

、
以

 

 

化

 
 

レ

民

 

ス

ル

節

 

二

百
ー

事

 

一

者

、

楽

   

ノ

之
ー

徳

也

、

今
ー

也

、

礼ー

楽ー

廃
ー 

弛

 

不

 
 

 
 
 

レ

能

 

レ

節
 

 

ー二

宣

 
 

ス
ル

其

 
 

ノ

 

ヲ
気

 

一

、

 

使

 

下

 

有

 

レ

所

 

二

壅ー

閉ー

湫ー

 

ー 

ス
ル

底

 
 

一

、

以

 

 

ツ
カ
ラ
ン

露

 
 

二

其

 
 

ノ

 

ヲ
体

 

一

、

遂

 
 

ニ

昏
 

ー中

乱

百
ー

 

事

 

上

、

甚
ー

者

、

 

好

 

レ

奇

 

行

 

レ

怪

不

 
 

レ
ハ 

 

拠

 
 

二

于

葱
ー

 

嶺

 

一

則

 

入

 
 

二

于

蓬ー

ー

ニ
瀛

 

一

、

 

雖

 

二

焚
ー

書

蔵

書

 
 

ノ

 

時

 
 

一

、

 

豈

 

踰

 
 

レ

此

 
 

ニ

耶

、

 

於

 
 

レ

是

、

 

有

 
 

二

煩
ー

手

淫
ー

 

声

 
 

一

、

慆

 

ー二

堙

心
ー

 

耳

 
 

一

、

宜

ー

乎

、

古
ー

楽

  

ノ

之

 

不

 
 

レ

興

也

、

然

  

ニ

漢

  

ノ

武

帝

 

置

 
 

二

叶
ー

 

律

 
 

一

、 

 

歌

 
 

二

天
ー

 

ヲ
瑞

 

一

、

 

非

 
 

レ

 

不

 
 

レ

美

也

、

 

不

 
 

レ

 

能

 
 

レ

 
免

 
 

二

哀
ー

痛

   

ノ

之

 

詔

 
 

一

、

王
ー 
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レ

 

レ

 

レ

 莾
 

建
 

 

二

羲
ー

 

和

 
 

一

 

考

 
 

二

律
ー

 

呂

 
 

一

、

 

非

 
 

レ

 

不

 
 

レ

精

也

、

 

不

 
 

レ

 

能

 
 

レ

 

救

 
 

二

漸

台

   

ノ

之
 

禍
 

 

一

、
晋

   

ノ

武

帝

 

制

 
 

二

王

ー

 

尺

 
 

一

 

調

 
 

二

金

ー

 

石

 
 

一

、

 

非

 
 

レ

 

不

 
 

レ

調

 

也

、

 

不

 
 

レ
 

能
 

 

レ

 

ル弭

 

二

平

陽

之

 

災

 
 

一

、

梁

   

ノ

武

帝

 

立

 
 

二

四

 

器

 

一

 

調

 

二

 

八
ー

 

音

 
 

一

 

非

 
 

レ

 

不
 

 
レ

工

也

、  

不

 
 

レ

 

能

 
 

レ

 

逭

 
 

二

台
ー

城

之

 

辱

 
 

一

、  

由

 
 

レ

是

   

ニ

、

 

観

 
 

レ

之

、

楽

 

不

 
 

レ
 

問
 

 

二

古

 

今

 
 

一

、

徒

   

ニ

 

具

 
 

二

其

 

文

 
 

一

而

意ー

 

不

 
 

レ

在

 

焉

、

則

礼ー

楽ー

 

為

 
 

二

虚

ー

 

名
 

一

也

、

何

 
 

ソ 

ン
足

 
 

二

以

 

ル

ニ

為

 

一

レ

楽

 
 

ト

、

蓋

 
 

シ

致

 
 

メ
テ 

楽

以

 

治

 

二

其

 

本

 

一

、

則
 

生
 

二

易
ー

直
ー

慈
ー

良ー

ノ

之

 

ヲ
心

 

一

、

而

修

 

身

 

及

 
 

レ

家

 

ー
平

 

二

均

天
ー

 

下

 

一

、

古
ー

人

曰

、

今

之
ー

楽

、

 
 

シ

ト

由

 
 

二

古

 
 

ノ 

之

 

ノ楽

 

一

也

、

此

 
 

レ 

非

 
 

下

直

  

チ
ニ 

テ
指

 

二

俗
ー

 

楽

 
 

一
 

為
 

 
上

レ

美

 
 

ト

也

、

 

欲

 
 

レ

 

使

 
 

三

人
ー 

君

 

ヲ
シ
テ 

 

メ

治

 

二

其

 

本

 

一

、
本

ー

立

、
則

合
ー

同

 
 

シ
テ

而

ー

化

 
 

シ
テ

、
而

楽ー

ー

興

 
 

ル

焉

、

豈

 

ン

ヤ

可

 

二

雅ー

鄭ー

淆

ー

雑

 
 

シ
テ

而

並

ー

 

行

 

一

哉

、
故

 

ニ

曰

、
王

ー

道

盛

 
 

ナ
レ
ハ 

則

淫

ー

楽

熄

 
 

ム

、

学

者

 

当

 

レ

 

明

 

二

此

 

ノ

 

意

 

一

矣

、

高

ー

砂

 
 

ハ

者

我

 

邦

  

ノ

散

ー

楽

也

。

作ー

 

非

 
 

二

純

ー

 

ニ雅

 

一

、

奏ー

 

ス降

 

二

五

ー

 

ヲ節

 

一

、

余

固

 
 

ヨ
リ

弗

 
 

取

 
 

レ

之

也

、

播
ー

州

 
 

ノ

海
ー

浜

 
 

ニ 

有

 
 

二

迂
ー

臺

 
 

ナ
ル

者
一

、

 

ス
著

 

二

高
ー

砂

増
ー

増
ー

抄

附
ー

録

一
ー  

ヲ
篇

 

一

、

其

 

所

 
 

二

自ミ 
 

為

 

一
レ

説

、

或

 

攷

 
 

二

ー  

正

譌
ー 

 
 

ヲ

謬

 

一

、

或

 

分

 

二

ー  

折

疑
ー

 

似

 
 

一

、

或

 

論

 
 

二

古
ー

 

典

 
 

一

、

而

 

折

 
 

二

其

 
 

ノ

衷

、

或

 

証

 
 

一

事
ー

 

実

 
 

一

、

而

 

ク
黜

 

二

其

 

妄

 
 

一

、

 

使

 
 

三

読
ー

者

 
 

ヲ
シ
テ 

瞭

 
 

二

ー  

然

乎

心
ー

目

 
 

ノ

之

 

間

 
 

一

、

 

可

 
 

レ

 

謂

 
 

二

博

而

 

精

 
 

一

矣

、

蓋

迂
ー

臺

 

非

 
 

レ

 

ス

ル

ニ

愛

 

二

其

   

ノ

節
ー 
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奏

 
 

一

也

、

 

欲

 
 

下

 

就

 
 

二

其

 
 

ノ

 

ニ
辞

 

一

 

喩

 
 

中

其

事
ー

 

理

 
 

上

。

書
ー

成

、

 

属

 
 

レ

余

、

余

 

嘉

 

ー二

尚

其

 

秉

 
 

レ

志

 

不

 
 

レ

囘
ヨ
コ
シ
マ
ナ
ラ

之

 

意

 
 

一

以

 

弁

 
 

二

一

言

 
 

ヲ

於

篇

 

 

端

 
 

一

云

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浪

華

釣

徒

考

槃

亭

主

人

 

撰

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

印

）

[

姓

留

守

]
[

古

廉

]
 

      

自

序

 

と

こ

ろ

に

ゐ

て

と

こ

ろ

し

ら

さ

ら

ん

は

い

と

く

ち

を

し

と

、

身

に

お

は

ぬ

や

う

を

お

も

ひ

い

て

ゝ

、
ひ

た

ふ

る

に

此

国

の

風

 

土

を

も

と

む

れ

と

も

、
し

や

う

む

の

い

や

し

く

、
さ

へ

も

み

し

か

く

、
よ

き

人

の

ま

し

ろ

ひ

も

あ

ら

ね

は

、
せ

ん

す

へ

も

 

し

ら

て

い

た

つ

ら

に

霜

と

ほ

し

と

を

と

り

ぬ

。
と

こ

ろ

く

 

つ

ま

む

に

、
た

ま

く
高

砂

の

や

し

ろ

に

お

よ

ふ

。
世

の

人

の

す

さ

に

も

て

は

や

し

ぬ

る

ハ

、
う

た

ひ

と

い

ふ

も

の

に

よ

れ

り

。

ふ

る

き

ふ

ミ

に

い

ふ

と

、
お

ほ

や

う

に

て

ま

ゝ

こ

と

な

る

も

の

有

。

さ

れ

た

る

こ

ゝ

ろ

よ

り

そ

の

た

か

ひ

を

い

は

ん

と

て

、

高

砂

の
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う

た

ひ

一

篇

の

句

こ

と

に

筆

を

付

侍

れ

と

、
お

ほ

ろ

 

け

の

事

な

れ

ハ

、
人

に

も

え

い

は

て

醤
こ
ん
づ

の

蓋ふ
た

に

も

や

な

ん

と

 

や

り

す

つ

る

を

、
か

た

へ

に

な

に

は

の

人

の

き

た

り

ゐ

て

、 

あ

れ

は

何

そ

と

と

ふ

。
し

か

く
と

申

に

、
か

の

人

と

り

見

て

、

う

た

ひ

の

抄

は

た

ま

き

、
秀

次

公

の

関

白

し

り

給

ふ

 

ふ

し

、
五

山

の

長

老

め

し

て

か

ゝ

せ

給

ふ

よ

し

、
梅

む

ら

か

 

さ

い

ひ

つ

に

見

え

ぬ

。
そ

の

ゝ

ち

、
紀

路

の

恵

空

、
法

の

音

と

い

ふ

も

の

や

ま

き

を

つ

く

り

、
等

空

も

増

抄

十

巻

を

あ

み

 

ぬ

。
皆

世

に

つ

た

へ

侍

れ

と

、
一

時

の

つ

く

な

ひ

に

や

、
山

の

井

あ

さ

く

汲

て

そ

こ

の

心

は

し

る

人

の

し

る

。
な

み

く
に

ハ

い

は

す 

な

と

、
こ

ゝ

ろ

に

く

し

。
ワ

ら

は

へ

の

た

め

に

増

々

抄

を

の

へ

よ

。

さ

あ

ら

ん

人

は

、
い

と

ま

に

も

と

み

、
そ

の

ワ

さ

も

か

し

こ

か

ら

す

は

、

い

か

て

な

し

て

ん

。

や

つ

か

れ

そ

の

器

な

し

。

お

こ

の

事

な

か

ら

、

た

ゝ

風

土

の

す

こ

し

に

て

も

な

り

お

は

ん

こ

と

こ

そ

ほ

い

と

す

る

な

れ

。
し

か

は

あ

れ

と

、
高

砂

の

う

た

ひ

は

、
こ

と

は

の

た

へ

に

こ

ゝ

ろ

の

め

て

た

き

谷

水

の

い

は

ほ

う

ち

て

、

こ

ゝ

か

し

こ

は

な

れ

と

ひ

、

く

る

く
と

ま

ひ

て

、

ひ

と

つ

と

こ

ろ

に

あ

ひ

い

た

ら

ぬ

く

ま

も

な

き

か

こ

と

し

。

い

み

し

と

お

も

ひ

お

ろ

か

な

る

も

の

ゝ

こ

と

は

せ

ん

ハ

、
そ

ゝ

ろ

さ

む

き

あ

し

た

の

水

 

さ

く

る

心

地

す

め

れ

と

、

ひ

と

つ

こ

ゝ

ろ

し

て

な

す

に

も

あ

ら
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す

。
も

の

に

か

ふ

ゑ

は

を

、
あ

し

た

よ

つ

、
く

れ

ミ

つ

と

か

そ

へ

な

し

、

く

ち

は

み

の

あ

し

つ

く

る

ワ

さ

し

て

、

か

く

ハ

し

つ

と

い

え

は

、
此

も

の

ゝ

な

か

に

ほ

と

り

、
名

所

な

と

あ

な

り

。
い

て

行

て

見

ん

と

て

袖

に

し

侍

れ

ハ

、

い

な

ひ

も

な

ら

て

そ

の

こ

と

葉

を

序

と

し

ぬ

。

 

  
 
 
 
 
 

元

文

万

年

元

年

 

 
 
 
 
 
 
 

千

秋

之

初

秋

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

播

州

高

砂

 

漁

甫

迂

臺

題
 

  

高

砂

増

々

抄

 

 
 

引

書

 

 
 

風

土

記

残

篇

 

花

山

院

忠

定

公

記

 

高

砂

社

記

略

 

 
 

神

代

巻

 
 

 

謡

之

増

抄

 
 

 
 

揚

升

菴

 

 
 

歌

林

良

才

 
 

論

語

 
 

 
 

 
 

万

葉

集

 

 
 

古

今

 
 

 
 

藻

塩

草

 
 

 
 

 

呉

竹

集

 

 
 

詞

林

采

要

抄

 

飛

鳥

井

家

古

今

集

抄

 

 
 

古

今

栄

雅

抄

 

長

能

記

 
 

 
 

 

事

文

類

聚

 

 
 

千

載

集

 
 

 

山

海

経

 
 

 
 

 

朗

詠

 

 
 

楽

説

記

聞

 
 

根

源

抄

 
 

 
 

 

袖

中

抄

 

 
 

拾

遺

集

 
 

 

日

本

紀

 
 

 
 

 

古

語

拾

遺
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本

草

綱

目

 
 

大

宮

司

家

系

図

 
 

峰

相

記

 

 
 

後

選

集
 

 
 

忠

見

家

集

 

附

録

引

書

 

 
 

経

済

録

 
 

 

日

本

紀

 
 

 
 

 

旧

事

記

 

 
 

国

史

実

録

 
 

源

氏

物

語

 
 

 
 

夜

鶴

抄

 

 
 

事

物

記

原

 
 

釈

名

 
 

 
 

 
 

三

代

実

録

 

 
 

河

海

抄

 
 

 

無

名

抄

 
 

 
 

 

万

葉

集

 

 
 

文

献

通

考

 
 

楽

説

記

聞

 
 

 
 

鞨

鼓

録

 

 
 

蔡

邕

独

断

 
 

兼

名

苑

 
 

 
 

 
書

経

 

 
 

説

文

 
 

 
 

左

伝

注

疏

 
 

 
 

周

礼
 

 
 

歌

舞

同

異

抄

 

神

社

考

 
 

 
 

 

本

朝

通

記
 

 
 

江

家

次

第

 
 

古

今

著

聞

集

 
 

 
 

順

和

名

集

 

 
 

東

鑑

 
 

 
 

本

朝

文

粋

 
 

 
 
 

和

事

始

 

 
 

古

事

談

 
 

 

宇

治

拾

遺

 
 

 
 
 

十

訓

抄

 

 
 

明

衡

往

来

 
 

源

平

盛

衰

記

 
 

 

禁

秘

抄

 

 
 

太

平

記

 
 

 

義

経

記

 
 

 
 

 

嘉

吉

記

 

 
 

伊

勢

物

語

 
 

常

陸

国

志

 
 

 
 

詩

経
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高

砂

増

々

抄

 

 
 
 

目

録

 

 
 

高

砂

謡

註

 

 
 

同

評

 

 
 

天

小

船

之

事

 

 
 

尾

上

之

事

 

 
 

同

鐘

之

事

 

附

録

目

次

 

 
 

和

楽

説

 

 
 

謡

文

字

説

 

 
 

猿

楽

文

字

説
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猿

楽

原

始

 

 
 

同

三

変

之

事

 

 
 

弁

散

楽

 

 
 

能

猿

楽

之

事

 

 
 

式

三

番

 

 
 

猿

楽

称

能

 

 
 

能

作

者

 

  

高

砂

増

々

抄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

播

州

高

砂

 

漁

甫

迂

臺

 

纂

輯

 

高

砂 

此

謡

ハ

観

世

世

阿

弥

あ

め

り

と

い

ひ

伝

ふ

。
実

ハ

今

春

善

竹

作
な
り
。
も
と
ハ
相
生
と
号
せ
し
を
、
名
を
改
め
か
へ
て
う
た
ひ
侍
り
。
尤
佳
作

な

り

。
高

砂

浦

ハ

播

磨

国

鹿

子

か

こ

郡
故

事

応

神

紀

に

出

す

御

厨

ミ
く
り
や
の

庄

に

在

。
昔

天

子

の

御

 
 

く

り

や

へ

鮮

魚

を

奉

り

し

所

高

砂

の

名

蹤

め
い
し
や
う

世

に

い

ち

じ

る

し

。
往

時

風

波

に

陶

鎔

た

う

よ

う

せ

ら

れ

砂
い
さ
ご

高

く

積
れ
る
所
な
れ
ハ
、
お
の
づ
か
ら
名
付
く
成
る
べ
し
。
も
の
換
り
星
移
り
、
或
ハ

で

ん

か

ん

田
■

た

は

た

け

と
な
り
遠
洲
と
な
り
、
高
き
砂
も
な
だ
ら
か
に
し
て
今
数
村
と
な
る
。

池

田

 

養

田

 

大

崎

 

荒

井

 

小

松

原

 

高

砂

く

は

し

く

ハ

予

か

あ

ら

ハ

す

播

磨

志

に

見

へ

た

り

。
此

謡

の

大
意
ハ
、
肥
後
国
阿
蘇
の
宮
の
大
宮
司
友
成
、
上
都
の
次
、
高
砂
一
覧
の
為た

め

経
過
せ
ら
れ
け
る
に
、
住
江
高
砂
の
松
の
精
、
丈
婆
と

謡

本

作

尉

姥

非

な

り

現
れ
、
相
生
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

■

…

田

へ

ん

に

漢

の

つ

く

り

）
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や
つ 

い 

ミ
ヽ
の 

松
の

謂
い
は
れ

を
く
ハ
し
く
か
た
り
、
住
吉
に
て
待
べ
し
、
と
海
士
の
小
舟
に
の
り
て
帰
り

侍

り

ぬ

。
友

成

も

夫

よ

り

住

吉

に

詣

て

猶

奇き

特ど

く

を

見

る

よ

し

な

り

。 

○

今

を

始

の

た

び

衣

、
日

も

行

末

ぞ

久

し

き
○

何

れ

の

う

た

ひ

に

も

、

発
端
の
詞
は
あ

た
に
ハ
な
き
な
り
。
心
を
つ
く
べ
し
。
是
ハ
た
ゞ
旅
の
心

ば
か
り
。
衣
に
ハ
ひ
も
あ
る
ゆ
へ
に
、
衣
、
ひ
も
、
つ
ゞ
け
た
り
。
今
の
小
袖
に
ハ
な
し
。

昔
の
装
束
の
事
也
。
今
を
始
と
い
ひ
て
久
し
き
と
あ
る

ハ
お
も
し
ろ
し
。

初
の
旅
な
ら
ば
、
ち
か
き
も
心
う
か
る
べ
き
に
、
行
末
久
し
き
月
日
を
ふ
る

な
ら
ん
と
思
ひ
た
つ
さ
ま
、
言
外
に
哀
ふ
か
し
。
○

或
曰
、
い
ヲ

日
本
に
て
根
本

の
仮
字
と
い
ふ
。
此
謡
の
発
語
に
い
ま
と
云い

ひ

出
せ
る
根
本
の
い
ノ

字
を
も
て

語
を
発
す
、
妙
也
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
今
日
を
始
と
い
ふ
べ
き
を
今
を
始

と

い

え

る

。

此

意

味

の

よ

し

秘ひ

訣け

つ

と

ぞ

。

 

○
抑
是
ハ
九
州
肥
後
国
ー
ー
ー
○

抑
は
発
語
、
今
更
に
云
出
せ
る
詞
な
り
。

九
州
と
ハ
国
九
つ
あ
る
故
也
。
上
古
の
大
八
洲

を

ほ

や

し

ま

、
漸
く
割さ

け

て
六
十
六
国
と
な
る
。

肥
後
国
は
も
と
肥
前
国
と
一
ツ
国
に
し
て
、
火
の
国
と
い
ふ
。
後
、
両
国
に

分

て

肥

前

肥

後

と

名

つ

く

。

昔

ハ

阿

蘇

国

、

葦

北

あ
し
き
た
の

国

、

天

草

あ
ま
く
さ
の

国

ハ

各

別

の
国
に
て
、
国
の

造
み
や
づ
こ

を
定
め
置
れ
ぬ
。
肥
後
肥
前
分
て
る
と
き
、
三
国
を
肥
後

に
加
へ
、
昔
の
国
号
を
も
つ
て
郡
名
と
な
せ
り
。
景
行
天
皇
十
八
年
、
帝

筑
紫
の
国
を
廻
り
満
す
。
日
く
れ
、
岸
に
つ
く
こ
と
を
し
ら
ざ
り
し
時
、
は
る
か
に

火
の
光
を
見
て
漕こ

ぎ

行
に
、
岸
に
つ
け
り
。
彼
火
を
尋
給
ふ
に
、
火
を
と
も

せ
る
も
の
な
か
り
し
か
ハ
、
其
国
を
な
づ
け
て
火
の
国
と
云
。
是
世
に
い
ふ

不
知

し

ら

ぬ

火
な
り
。
夫
よ
り
阿
蘇
に
至
り
給
ふ
。
阿あ

蘇そ

津つ

彦ひ
こ

、
阿あ

蘇そ

津つ

媛ひ
め

あ
ら

は

れ

て

、
帝

に

ま

み

ゆ

。
是

、

健

磐

龍

命

た
け
い
は
た
つ
の
ミ
こ
と

神

武

帝

孫

 

八

井

耳

命

子

草く

さ

部べ

比ひ

売め

の

命み
こ
と

健磐 
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は
や
か
め 

龍

夫

人

の

霊

に

し

て

今

の

阿

蘇

大

神

な

り

。
此

時

帝
ー

健

磐

龍

の

孫

惟

人

こ

れ

ひ

と

国

造

速

瓶 

玉

命

の

子

に
命
せ
ら
れ
、
社
を
建た

て

、
祭さ

い

祀し

を
司
ら
し
め
給
ふ
。
大
宮
司
、
是
よ
り

は
じ
ま
る
。
神
主
ハ

即
す
な
ハ
ち

大
宮
司
な
り
。
神し

ん

胤い
ん

な
る
ゆ
へ
に
、
代
々
二
位
三
位
に
任
す
。

友
成
、
此
度
阿
蘇
を
立
出
ら
る
ゝ
本
意
ハ
、
都
見
物
と
の
子
細
を
い
ふ
也
。

未

都

を

見

ず

と

云

詞

、

今

を

始

と

云

に

応

す

。

 

○
又
よ
き
次
な
れ
ハ
ー
ー
ー
○

松
の
精
に
あ
ふ
も
と
を
い
ひ
出
す
也
。
播
州

ハ
は
り
ま
な
り
。
は
り
ま
と
い
ふ
に
説
々
有
。
む
か
し
ハ
萩
を
は
り
と
い
ふ
。
萩

多

く

は

え

た

る

国

な

れ

ハ

は

り

ま

と

い

ふ

。
又

、
神

功

皇

后

三

韓

征

伐

し
給
ふ
時
、
此
海
の
辺
を
通
り
給
ふ
に
、
霧
の
は
れ
ま
に
此
国
見
え
し
故
に
、

霧
の
は
れ
ま
の
国
と
い
ふ
心
と
云
。
又
、
皇
后
御ミ

裳
も
す
そ

の
ほ
こ
ろ
び
た
る
に

針
を
求
給
ふ
と
て
と
ゞ
ま
り
給
ふ
所
な
れ
ハ
、
針
間
と
い
ふ
。
又
、
風
土
記 

残
篇
に
ハ
、
国
の
形け

い

容よ
う

張は
り

弓ゆ
ミ

の
ご
と
し
。
因
て
、
は
り
ゆ
ミ
の
国
と
い
ふ
意
な
り
。
○

或
曰
、
は
り
ま
の
説
、
針
間
を
本
説
と
す
。
予
曰
、
風
土
記
の
説
、
本ほ

ん

拠こ

と
す

べ

し

。

一

見

ハ

た

ゝ

み

る

也

。

一

の

字

、

し

ゐ

て

の

心

な

し

。
 

○
旅
衣
す
ゑ
は
る

く
ー
ー
ー
○

高
砂
迄
の
船
中
の
体
也
。
は
る

く
と
ハ

遙
の
字
に
て
、
遠
き
心
也
。
衣
は
は
る
も
の
な
れ
ハ
、
い
ひ
か
け
た
り
。
○

け
ふ

お
も
ひ
た
つ
と
ハ
、
内
々
望
な
れ
ど
も
遠
き
所
な
れ
ハ
、
や
う

く
け
ふ
思
ひ
た
つ
と

な
り
。
け
ふ
と
い
ふ
訓く

ん

は
け
さ
の
日
と
い
ふ
の
略
、
ひ
、
ふ
、
通
へ
る
也
。
立
と
い
ふ
も

衣
の
縁
語
な
り
。
○

舟
路
の
ど
け
き
春
風
と
ハ
、
の
と
か
成
春
の
け
し
き
心

に

か

な

ふ

体

な

り

。

 

○
幾
日
来
ぬ
ら
ん
跡
末
も
と
ハ
○

阿
蘇
を
い
て
ゝ
も
は
や
幾
日
来
ぬ
ら
ん
、

古
郷
は
跡
に
成

、
ま
た
行
末
も
遠
し
と
、
い
と
ゝ
旅
情
を
い
た
ま
し
む
る 
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体
也
。
い
さ
と
い
ふ
詞
、
清
と
濁
と
両
義
有
。
清す

む

と
き
ハ
不
知

し

ら

ず

と
い
ふ
枕
詞
な
り
。

に
ご
る
時
ハ
さ
そ
ふ
詞
に
な
る
也
。
此
処
に
て
は
し
ら
ず
、
と
い
ふ
の
枕
詞
な
る
を

い
さ
し
ら
雲
と
い
ひ
か
け
た
り
。
雲
と
は

行
末
こ
し
か
た
と
も
に
雲
井
に

見
ゆ
る
心
也
。
さ
し
も
ハ
す
べ
て
つ
よ
き
詞
也
。
肥
後
国
よ
り
高
砂
の
浦

迄
ハ
は
る

く
遠
き
さ
か
ひ
な
れ
と
も
、
さ
し
も
に
お
も
ひ
し
事
な
れ
ば
、

最

早

つ

き

た

り

と

よ

ろ

こ

ぶ

体

也

。
着

に

け

り

く
と

お

し

返

し

う

た
ふ
ハ
、
悦
の
ふ
か
き
也
。
催さ

い

馬ば

楽ら

な
ど
に
か
く
返
し
て
う
た
ふ
。
朝あ

さ

倉く
ら

返が
へ

し
と

い
ふ
也
。
○

此
段
一
く
さ
り
に
遙
の
語
二
ツ
有
事
、
是
陰
陽
の
意
な
り
。
末

は
る

く
と
い
ふ
ハ
陰
也
。
白
雲
の
は
る

く
と
い
ふ
は
陽
也
。
是
秘
事
な
り

と

ぞ

。

 

○

高

砂

の

松

の

春

風

ふ

き

く

れ

て

ー

ー

ー
○

松

の

精

の

詞

な

り

。 

所
の
あ
り
さ
ま
を
い
ひ
の
べ
た
り
。
高
砂
の
松
の
春
風
吹
暮
て
と
ハ
、
夕
暮
の
気

色
な
り
。
吹
暮
て
と
云
に
て
、
終
日
吹
た
る
を
な
が
め
を
り
て
、
夕
の
鐘
を
聞
感か

ん

を
お
こ
し
た
る
体
也
。
身
の
老
を
い
は
ん
為
な
り
。
さ
る
に
よ
り
て
夕
暮
の
け
し

き
を
い
ひ
出
せ
り
。
○

浪
は
霞
の
と
ハ
、
春
の
海
辺
の
景
色
な
り
。
霞
の
立
か
く

し
て
波
の
音
ば
か
り
聞
ゆ
る
ハ
、
汐
の
み
ち
ひ
と
知
る
よ
し
也
。
夕
暮
の
鐘
の

声

、
霞

に

も

る

ゝ

波

の

音

、
お

も

し

ろ

き

夕

へ

の

け

し

き

な

り

。

 

○

誰

を

か

も

知

る

人

に

せ

ん

ー

ー

ー
○

藤

原

興

風

歌

也

。
古

今

雑

上

巻

に

出

す

。
心

は

旧

友

も

皆

む

か

し

に

な

り

て

高

砂

の

松

な

ら

で

昔

の

物
な
し
。
さ
れ
と
そ
れ
ハ
昔
の
友
に
て
な
け
れ
ハ
か
ひ
な
し
と
、
旧
友
を
し
た
ふ
よ
し

な
り
。
誰
を
か
も
の
も
の
字
、
休
字
に
し
て
し
か
も
心
を
も
ち
た
る
て
に
は
の

文
字
、
味
ふ
べ
し
。
興
風
か
老
の
身
を
い
ひ
の
べ
た
る
歌
を
吟
詠
し
た
る
也
。 
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下
へ
の
詞
つ
ゝ
き
の
た
め
に
、
友
な
ら
で
と
い
ひ
か
へ
た
り
。
○

過
こ
し
世
々
と
ハ
過

来
り
た
る
世
々
を
知
れ
る
老
人
と
也
。
雪
の
縁
語
に
て
、
つ
も
り

く
て
と

つ
ゞ
け
た
り
。
世
々
を
つ
も
り
た
る
老
人
と
云
て
、
鶴
は
年
久
し
き
鳥
な
れ

ば
老
人
に
た
と
ふ
。
ね
ぐ
ら
と
ハ
鳥
の
ふ
し
と
也
。
老
ぬ
れ
ハ
あ
ゆ
ミ
も
心
に
ま

か
せ
ね
ハ
、
ね
ぐ
ら
に
残
る
と
よ
そ
へ
て
い
へ
り
。
有
明
の
春
の
霜
夜
と
ハ
、
月

影
を
霜
と
見
た
る
也
。
夏
夜
の
霜
な
ど
詩
に
侍
り
。
霜
ハ
を
く
も
の
な
れ
ハ
、

跡
へ
い
ひ
か
け
た
り
。
○

松
風
を
の
ミ
と
ハ
、
常
住
坐
臥
に
松
風
を
聞
よ
し
也
。
の
ミ

と
は
、
か
ぎ
る
詞
な
り
。
心
を
友
と
す
か
筵
と
ハ
、
老
人
は
友
な
け
れ
ハ
夫
婦
互
の
心

を
友
と
す
る
を
、
す
か
と
い
ひ
か
け
た
り
。
前
に
云
、
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
ん
と
云
詞
に

応
す
。
菅
莚
は
す
け
と
云
、
草
に
て
を
り
た
る
む
し
ろ
也
。
莚
ハ
の
べ
し
く
も
の

な

れ

ば

、

懐

を

の

ぶ

る

に

よ

そ

へ

て

云

な

り

。
 

○
音
信
ハ
松
に
こ
と
と
ふ
ー
ー
ー
○

音
信
る
ゝ
も
の
と
て
は
、
松
に
こ
と
と
ふ
浦
風
は

か
り
と
な
り
。
音
信
ハ
の
は
も
じ
に
て
、
外
に
と
ふ
も
の
な
き
よ
し
聞
え
た
り
。
か
や
う
の

て
に
は
、
心
つ
く
べ
し
。
松
と
待
と
兼
て
、
下
に
こ
と
と
ふ
と
云
な
り
。
落
葉
衣
ハ
何

等
の
衣
に
や
、
未
考
。
但
し
一
説
に

ア

イ

ウ

ヱ

ヲ

喉

音

カ

キ

ク

ケ

コ

牙

音

通
用
の
音
な
れ
は
、
若
く
ち
は

衣
の
事
に
や
。
め
で
度
文
句
な
れ
ハ
、
朽
と
い
ふ
を
嫌
ふ
て
か
く
書
る
な
る
べ
し
。

花
山
院
忠
定
公
の
記
に
云
、
表
ハ
緯ぬ

き

紅
経た

て

黄
の
織
物
な
り
。
裏
ハ
黄
色
の
平

絹
を
用
ゆ
。
按
ず
る
に
、
紅
と
黄
と
経
緯

た
て
ぬ
き

の
織
物
な
ら
は
、
松
の
か
れ
葉
色
な

る

べ

し

。

落

葉

衣

と

い

ふ

物

、

装

束

に

ハ

な

し

。

 

○
所
ハ
高
砂
の
ー
ー
ー
○

身
の
老
た
る
よ
し
を
い
ふ
也
。
年
つ
も
り
て
ハ

面
お
も
て

し
は

む
事
を
、
老
の
波
よ
る
と
云
也
。
朗
詠
に
大
公
望
逢
周

 

ニ
文

 

一

渭
浜

 
 

ノ

波

 

ム
畳

 
 

レ

面

 
 

ニ

と

有
。
落
葉
ハ
か
く
物
な
れ
ハ
、
か
く
成
迄
と
い
ひ
か
け
た
り
。
如
レ

是
久
し
く
な
が
ら
へ
し
に
、 
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な
を
ま
た
行
末
い
か
ば
か
り
成
ん
と
也
。
生
の
松
と
ハ
、
筑
前
の
名
高
き
名
所
に

て

、
代

々

の

集

に

歌

多

し

。
そ

れ

も

と

ハ

生

の

松

原

を

さ

す

な

り

。 

○

里

人

を

相

待

所

に

老

人

ー

ー

ー
○

友

成

、
松

の

事

を

尋

度

お

も

ふ

折

ふ

し

、

案

内

者

を

見

か

け

よ

ろ

こ

ぶ

体

也

。

 

○
こ
な
た
の
事
に
て
候
か
ー
ー
ー
○

夫
婦
の
こ
た
へ
也
。
始
に
我ワ

が

身
の
事
か
と

問

ひ

、

後

に

そ

の

子

細

を

尋

る

な

り

。

 

○

高

砂

の

松

と

ハ

何

れ

の

木

を

申

候

そ
○

名

高

き

木

な

れ

ハ

尋

る

也

。 

○

唯

今

木

陰

を

清

め

候

ー

ー

ー
○

夫

婦

の

答

な

り

。
清

き
よ
め

候

と

云

詞

、
心

を

つ

く

べ

し

。
此

謡

一

篇

の

綱

領

か

う

れ

い

也

。
高

砂

社

記

略

に

曰

、
往

昔

高

砂

の
松
と
い
ふ
は
、
大

 
 

サ

五
尋
に
し
て
、
雄を

松
雌め

松
二
幹か

ん

と
成
。
雄を

枝
ハ
た
ゝ
ち
に

の
ぼ
り
て

操
ミ
さ
ほ

な
る
陰か

げ

天
を
お
ほ
ひ
、
雌め

枝
は
ま
と
か
な
る

翼
つ
ば
さ

地
に
ひ
ら
き
、

又
の
ぼ
り
て
地
に
つ
き
、
艮
の
か
た
の
枝
、
其
梢
連
理
と
な
り
、
緑

ミ
ど
り

の
色
地
に
敷
り
。
ひ

と
へ
に
龍
蛇
の

蟠
ワ
だ
か
ま

る
に
似
て
、
孫
枝

ゑ
だ
〳
〵

の
茂
れ
る
廿
余
丈
に
み
て
り
。
社
記
略
及

霊

松

の

図

、

高

砂

社

官

小

松

氏

の

家

に

有

。

求

て

見

る

べ

し

。
 

○
高
砂
住
江
の
松
ー
ー
ー
○

住
江
と
云
は
住
吉
と
い
ふ
と
同
し
。
○

よ
し
を

反か
へ

せ
ば
、
ゐ
と
か
へ
る
。
ゐ
と
え
と
通
音
な
り
。
す
べ
て
和
訓
伝
に
て
、
よ
し
と

い
ふ
詞
を
皆
え
と
よ
む
也
。
神
代
巻
あ
な
に
え
の
御
詞
も
、
あ
な
よ
し
と
の
義
也
。

日
吉
を
ひ
え
と
い
ひ
、
吉
方
を
え
ほ
う
と
い
ふ
も
同
し
。
○

友
成
、
問
な
り
。
相
生
と

い
え
ハ
一
所
に
有
べ
き
に
、
遠
く

隔
へ
だ
て

て
住
ハ
い
か
で
ぞ
と
不
審

ふ

し

ん

し
た
る
也
。 

○
仰
の
ご
と
く
古
今
の
序
に
ー
ー
ー
○

お
き
な
の
こ
と
ふ
る
詞
な
り
。
友
成
の
仰

の
ご
と
く
、
古
今
の
序
に
あ
る
と
な
り
。
相
生
と
い
ふ
事
、
秘
祝
に
て
み
だ
り
に

云
伝
え
す
。
相
生
の
松
と
い
ふ
に
、
別
に
予
が
愚
意
あ
り
。
其
弁
後
へ
に
し
る
し 
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侍
り
ぬ
。
○

尉ぜ
う

と
ハ
お
き
な
の
自
称
な
り
。
増
抄
に
老
人
の
号
と
い
え
り
。
予
云
、

尉
は
老
人
の
号
と
ハ
い
づ
れ
の
書
に
よ
れ
る
や
、
い
ふ
か
し
。
字
書
を
考
る
に
、

尉
、
長
老
の
義
な
し
。
尉
ハ
未
の
韻
、
紆
胃
切
音

う
い
の
か
へ
し
こ
へ

、
畏い

○

安あ
ん

也
。
従
レ

上
按
レ

下
武
官

悉

 

ク

以
為
レ

称

 

ト

。
揚
升
菴
曰
、
字
从

 

フ
レ

尼

 

ニ

、
尼
音
夷
平
也
。
後
世
、
軍
官
曰

 

ヒ
二

校
尉

 

ト
一

、
刑
官

 
 
 

フ
曰

 

二

廷

 

ト尉

 

一

、
皆

 

ル
ト

取

 
 

下

従
レ

上
按
レ

下
使
レ

平
之

 

ニ義

 

上

、
云 

 

云

。
本
邦
に
て
衛
門
府
の
判
官
を

い
え
り
。
六
位
の
諸
太
夫
、
源
平
重
代
の
侍
、
殊
に
其
品
を
択
て
是
に
任
ぜ
ら
る
。

後

鳥

羽

院

の

時

、
和

田

小

太

郎

義

盛

左

衛

門

 
 

ノ

尉

に

任

ず

る

類

な

り

。
尉

を
老
人
の
号
と
せ
る
事
、
見
当
り
侍

ら
ず
。
予
、
寡
聞

く
ハ
ぶ
ん

な
る
打
つ
け
に
ハ

い
ひ
が
た
け
れ
と
も
、
お
そ
ら
く
ハ
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
尉
、
当
レ

作

 

ル
レ

丈

 

ニ

。
丈
は
長
老

の
称
な
り
。
師
古
曰
、
厳
荘

げ
ん
そ
う

之
称
故

 

親

 

ニ
シ
テ

而
老

 

ト
ス
ル

者
皆
称

  

ス

焉
と
い
へ
り
。
○

或
曰
、
本

朝
の
読
く
せ
に
て
、
允ぜ

う

、
掾せ

う

、
尉ぜ

う

、
み
な
ぜ
う
の
音
に
よ
び
な
ら
は
す
朝
廷
の
故 

実
な
り
。
尉
は
五
位
な
れ
は
、
長
老
た
る
人
を
称
し
て
敬
ひ
よ
ぶ
の
名
に
せ
し
な

ら
ん
。
市
町
に
て
も
、
若
け
れ
ど
も
其
長
を
宿
老
年
寄
と
よ
ぶ
か
如
き
か
。
此

説
穏
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
参
考
に
備
ふ
。
○

津
の
国
住
吉
○

津
国
と
は
、
摂
津
国
、

高
津
国
と
い
ふ
べ
き
を
略
し
て
い
ふ
也
。
今
の
難
波
な
り
。
天
下
着
船
の
津

な
る
故
に
、
諸
の
津
港

し
ん
こ
う
ー
ス
ル

摂

 

二

于 

ニ此

 

一

の
意
に
て
、
摂
津
と
云
。
又
、
高
津
と
云
ハ
、
天

照

太

神

の

御

孫

初

て

降

臨

が

う

り

ん

の

地

な

る

故

に

、
尊

て

高

津

と

云

也

。
○

住

吉

と
ハ
、
明
神
、
神
功
皇
后
に
、
す
み
よ
し
ま
す
ミ
よ
し
の
国
な
り
。
こ
ゝ
に
跡
た

れ
ん
と
神
勅
有
し
よ
り
、
所
の
名
と
す
。
是
成
姥
と
ハ
、
う
ば
ハ
高
砂
の
人
、
所

の
人
な
れ
ハ
、
知
る
事
ハ
申
た
ま
へ
と
な
り
。
此
段
ハ
、
住
吉
高
砂
の
明
神
現け

形ぎ
や
う

し

給

ひ

て

友

成

に

逢

給

ふ

よ

し

な

り

。

 

○

ふ

し

ぎ

や

見

れ

は

ー

ー

ー
○

友

成

い

ぶ

か

し

く

お

も

へ

る

体

也

。
老
人 
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夫
婦
、
一
所
に
有
な
が
ら
遠
く

隔
へ
だ
て

て
住
と
ハ
い
か
ゞ
お
も
ひ
は
か
ら
れ
ぬ
と
也
。 

○

う

た

て

の

仰

候

や

山

川

ー

ー

ー
○

一

条

禅

閤

歌

林

良

材

に

、
う

た

て
と
ハ
あ
ま
り
に
と
い
ふ
心
と
あ
り
。
予
、
い
づ
れ
の
書
に
て
か
薄
情
と
か
け
る

を

見

侍

り

け

る

が

、
書

の

名

を

ワ

す

れ

た

り

。
薄

情

な

ど

の

心

な

ら

ば

、

此
詞
に
合
べ
し
。
あ
ま
り
の
心
に
て
ハ
、
の
り
が
た
く
や
あ
ら
ん
。
い
も
せ
の
道
ハ

夫

婦

の

道

な

り

。
山

川

万

里

を

隔

れ

と

も

、
夫

婦

相

あ

ふ

中

に

遠

し

と

い

ふ

事

な

し

と

也

。
是

ハ

論

語

子

罕

 
 

ノ

篇

に

、
孔

子

逸

詩

の

詞

を

引

て

、

唐
ー

棣

 

ノ

之
華
偏

 

ト
シ
テ

其

 

レ

反

 

タ
リ

而

 

ニ豈

 

ヤ

レ  

ン不

 

二

爾

 

ヲ

ー

思
一

、
室
ー

是

 

レ

遠

 

シ

。
子
ー

曰
未
二

之

 

ヲ

思
一

也
、
夫

 
 

レ

何

 
 

ノ
ー

遠

 

キ

ー

之

 

レ

ー

有

 

ン

、
○

と

云

を

下

心

に

ふ

ミ

て

書

た

る

も

の

也

。
夫

婦

互

 
 

ニ

相

お

も

ふ

情

の

切

な

れ

ハ

、

遠

し

と

ハ

お

も

ひ

侍

ら

ず

と

な

り

。

 

○

先

案

し

て

も

御

覧

ぜ

よ

ー

ー

ー
○

是

は

、
お

き

な

友

成

へ

い

ひ

 

か
け
た
る
詞
也
。
友
成
の
い
ぶ
か
し
く
お
も
へ
る
を
さ
と
す
詞
な
る
故
、
先
思
案
し
て

見

給

へ

と

心

を

つ

く

る

文

勢

な

り

。

 

○
高
砂
住
江
ー
ー
ー
○

板
本
、
非
精
に
作
る
、
あ
や
ま
り
也
。
非
情
な
り
。
心

な

き

松

だ

に

も

相

生

と

い

ひ

て

高

砂

住

江

し

た

し

む

名

有

。
ま

し

て

人

な
る
を
や
、
と
な
り
。
夫
婦
ハ
化
人
な
れ
ど
も
、
人
の
事
に
な
し
て
答
る
な
り
。
姥
の

字
、
婆
に
作
て
可
な
り
。
姥
は
麌
の
韻
、
奠
補
切
音
、
母
、
老
母
也
と
註
せ
り
。

姥
と
い
ふ
は
、
す
べ
て
老
女
の
称
な
り
。
婆
ハ
歌

 
 

ノ

韻
、
蒲
禾
切
音
、
鄱
、
老
媼

之

称

と

註

す

。
翁

婆

と

連

読

す

る

也

。
松

諸

共

に

此

年

迄

相

生

の

夫

婦

な

る

物

を
○

此

段

文

字

つ

か

ひ

意

味

有

事

な

り

。
心

を

つ

く

べ

し

。
顕

に

我
等
夫
婦
は
松
の
精
な
り
と
ハ
い
は
ね
と
も
、
夫
婦
ハ
化
人
な
る
事
を
い
ひ

出
す
文
勢
な
り
。
な
る
物
を
と
云
。
○

を
文
字
、
跡
へ
か
へ
す
て
に
を
は
な
り
。 
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○
謂
を
聞
は
面
白
や
ー
ー
ー
○

此
段
、
友
成
の
詞
な
り
。
夫
婦
の
答
へ
、
尤
也
。

相
生
の
松
の
物
が
た
り
、
此
所
に
な
ら
ハ
せ
る
事
な
き
か
と
、
又
と
ふ
な
り
。 

○

昔

の

人

ー

ー

ー
○

夫

婦

し

て

、
昔

の

申

伝

へ

た

る

通

り

を

い

ふ

也

。 

○

高

砂

と

い

ふ

は

上

代

ー

ー

ー
○

古

抄

に

時

代

相

違

な

り

と

有

。
予

按
る

に

、
万

葉

集

高

砂

の

松

を

よ

め

る

歌

な

し

。
夫

故

に

古

抄

に

時

代

相

違

と

註

せ

り

と

覚

ゆ

。
万

葉

集

は

聖

武

の

御

女

、
孝

謙

の

御

時

、
天

平

勝

宝

五

年

、
井

出

の

左

大

臣

橘

諸

兄

勅

を

請

て

撰

す

る

也

。
一

世

に

首

尾
せ
す
し
て
廃
帝
、
称
徳
、
光
仁
、
桓
武
、
五
代
過
て
平
城
の
御
時
、
撰
を
ハ
り

て

大

同

三

年

に

世

に

流

布

す

。
古

今

集

真

字

序

に

、
昔

平

城

天

子 

シ

テ

詔

 

二

侍

 

ニ
臣

 

一

 

令

 
 

レ

 

撰

 
 

二

万

葉

 

ヲ
集

 

一

、  

自

 
 

レ

尓

以

来

時

 

歴

 
 

二

十

 

ヲ
代

 

一

、
数

 

過

 
 

二

百

 

ヲ
年

 

一

と

か

け

り

。

平

城

治

世
四

嵯

峨
十

四

淳

和
十

仁

明
十

七

文

徳
八

清

和
十

八

陽

成
八

光

孝

 

三

宇

多
十

醍

醐
在

位

の

後

九

年

、
合

十

代

年

百

一

年

也

。
古

今

集

ハ

万

葉

集
よ
り
百
年
計
後
の
撰
也
。
万
葉
集
に
住
吉
の
歌

ハ
あ
れ

と
も
高
砂
の
歌

な
し
。
故
に
時
代
相
違
と
古
抄
に
か
け
り
と
見
ゆ
。
此
謡
作
者
の
意
を
む

か
へ
考
る
に
、
高
砂
の
松
は
ふ
る
き
名
所
と
い
は
ん
為
に
、
上
代
の
万
葉
集

の
古
の
義
と
い
え
る
な
り
。
す
で
に
、
古
今
集
、
高
砂
の
松
を
む
か
し
の
友
と

ふ
る
き
事
に
よ

ミ
た
れ
ハ
、
万
葉
時
代
の
名
所
た
る
に
け
ぢ
め

ハ
あ
ら
じ
。

た

ま

く
万

葉

集

に

高

砂

の

歌

を

脱

せ

る

も

の

と

心

得

べ

し

。
是

ハ

高

砂

の

事

を

う

ば

の

い

へ

る

答

へ

な

り

。

 

○

住

吉

と

申

ハ

今

ー

ー

ー
○

延

喜

ハ

人

皇

六

十

代

醍

醐

帝

の

年

号

な
り
。
上
に
御
代
と
い
ひ
下
に
延
喜
の
御
事
と
い
へ
る
、
何
と
や
ら
ん
。
延
喜
と

い

ふ

か

帝

の

御

名

の

や

う

に

聞

ゆ

れ

ど

も

、
寛

平

法

皇

な

ん

ど

い

え

る 
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同
格
に
て
、
延
喜
年
中
の
帝
と
い
ふ
事
也
。
○

増
抄
に
、
松
の
い
は
れ
を
答
る

詞
也
。
心
は
明
な
り
と
有
。
し
か
れ
ど
も
、
此
処
謡
一
篇
の
眼
骨

が
ん
こ
つ

に
て
、
中

く

心
安
く
き
こ
ゆ
る
所
に
あ
ら
ず
。
元
来
友
成
の
問
ハ
、
高
砂
住
吉
の
松
の
い
は
れ

聞
度
と
の
義
也
。
し
か
る
に

答
こ
た
フ

は
松
の
い
は
れ
に
ハ
あ
ら
ず
。
こ
の
所
、
文
義

い
ひ
と
り
に
く
き
処
な
り
。
是
ハ
丈
の
答
也
。
○

住
吉
と
い
ふ
ハ
今
此
、
延
喜

帝
聖
君
に
て
ま
し
ま
す
故
、
民
く
さ
も
お
の
が
さ
ま

く
お
ひ
し
げ
り
て
住
よ
し

の
代
や
と
和
訓
に
よ
そ
へ
て
答
た
り
。
夫
故
、
う
ば
の
い
え
る
も
、
松
と
は
つ
き

ぬ
こ
と
の
は
と
松
の
千
と
せ
を
、
御
代
の
つ
き
ぬ
に
比
し
て
い
へ
り
。
全
体
此

う

た

ひ

は

、
聖

代

を

祝

し

て

万

物

各

其

所

を

ゑ

た

る

事

を

一

篇

の

主

意

に

し

て

作

れ

り

と

心

得

べ

し

。

 

○
栄
へ
ハ
古
今
相
を
な
じ
ー
ー
ー
○

此
古
今
と
い
ふ
は
、
上
に
い
へ
る
上
代
の 

万

葉

集

の

古

の

義

と

い

ふ

と

、
今

此

御

代

と

云

に

か

け

て

い

へ

り

。 

○

能

々

聞

は

ー

ー

ー
○

友

成

、
会

得

せ

ら

れ

た

る

詞

也

。
不

審

は

る

ゝ

と

い
ひ
か
け
、
春
の
日
の
光
和
く
と
ハ
、
春
日
の
お
だ
や
か
な
る
を
い
ひ
て
和

光
同
塵
の
意
を
ふ
く
め
り
。
○

住
吉
ハ
、
西
海
の
檍
か
原
よ
り
顕
給
ふ
神

な

り

。

故

に

出

現

の

本

を

云

な

り

。

 

○

か

し

こ

は

住

吉

こ

ゝ

ハ

高

砂

ー

ー

ー
○

友

成

、
ふ

し

ん

な

く

丈

婆

夫

婦

の

詞

に

同

心

し

た

る

体

な

り

。

 

○

四

海

波

ー

ー

ー
○

四

海

と

は

四

方

の

海

な

り

。
海

と

い

ふ

よ

り

波

静

と
い
ふ
な
り
。
四
海
の
内
皆
兄
弟
也
、
な
ど
あ
り
て
、
天
下
を
さ
し
て
四
海
と

云

。

国

外

四

方

皆

海

な

る

故

也

。

波

静

と

は

大

平

と

の

義

な

り

。
○

時

つ
風
と
ハ
時
を
た
が
へ
ぬ
風
也
。
つ
ハ
休
字
な
り
。
大
平
の
御
代
、
風
も
よ
き 
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こ
ろ
に
吹
て
枝
を
な
ら
さ
ぬ
と
ぞ
。
風

 

不

 
 

レ  

鳴

 
 
 

レ

条

 
 

ヲ

雨

 

不

 
 

レ  

破

 
 
 

レ

塊ツ
チ
ク
レ
ヲ

と
い
ふ
古
語
を

ふ
ミ
て
か
け
り
。
遠
き
四
方
の
は
て
迄
も
辺
塞

へ
ん
さ
い

の
そ
な
へ
も
い
ら
ず
、
な
か

つ

国

よ

く

治

た

る

時

と

い

ふ

義

な

り

。

 

○

あ

ひ

に

相

生

ー

ー

ー
○

相

応

し

た

る

と

い

ふ

心

な

り

。
伊

勢

か

歌

に
、
あ
ひ
に
あ
ひ
て
物
お
も
ふ
比
の
我
袖
に
や
ど
る
月
さ
へ
ぬ
る
ゝ
か
ほ

な

る

と

よ

め

り

。
父

子

あ

つ

く

夫

婦

む

つ

ま

じ

き

ハ

家

の

肥こ

え

た

る

と

古
人
も
い
ふ
め
れ
ハ
、
松
こ
そ
目
出
度
か
り
け
れ
と
い
ふ
。
ま
こ
と
に
む
べ
成
哉
。 

○

実

や

あ

ふ

ぎ

て

も

ー

ー

ー
○

実

や

と

ハ

ま

こ

と

や

也

。
仰

ぎ

て

も

と

ハ

、

孔

子

の

徳

を

顔

子

の

讃

せ

る

こ

と

ば

、
是

を

仰

げ

は

い

よ

く
高

く

と

い
へ
る
意
に
て
、
延
喜
帝
の
聖
徳
を
言
葉
を
以
て
い
ひ
つ
く
さ
ん
ハ
を
ろ
か

な
る
事
也
。
中

く
言
語
に
の
べ
が
た
き
と
也
。
か
ゝ
る
御
代
に
住
民
こ
そ
ゆ
た
か 

な
れ
、
君
の
め
ぐ
み
の
あ
り
が
た
さ
よ
と
く
り
か
へ
し
い
へ
る
は
、
よ
ろ
こ
び
の
情

ふ
か
き
也
。
内
に
う
ら
め
る
女
な
く
、
外
に
む
な
し
き
夫
な
し
。
夫
婦
の
和
、
瑟

琴
を
弾ひ

く

が
ご
と
し
な
ど
、
大
平
善
治
の
事
に
い
え
ハ
、
相
生
の
徳
い
ふ
も
更
也
。

猶

々

高

砂

の

松

の

謂
い
は
れ

委

く

御

物

語

候

へ
○

猶

々

と

は

一

段

事

の

す

み

た
る
に
、
そ
の
う
へ
を
押
返
し
い
ふ
詞
な
り
。
世
話
に
い
ふ
猶
々
と
相
違

な

し

。

お

も

ひ

く

ら

ぶ

べ

し

。

 

○

夫そ

れ

草

木

心

な

し

ー

ー

ー
○

夫

ハ

発

端

辞

也

。
端

を

改

て

新

に

い

ひ

出
す
時
用
る
字
な
り
。
花
実
時
を
た
が
へ
ず
と
ハ
、
春
花
咲
、
秋
実
の
熟
す

る

を

い

ふ
○

陽

春

の

徳

を

ー

ー

ー
○

と

は

陽

春

発

生

の

気

に

応

じ

て
自
然
と
花
の
ひ
ら
く
を
い
ふ
。
南
枝
花
始
と
は
、
南

ハ
陽
の
か
た
な
れ

は
暖
に
し
て
、
一
本
の
木
に
て
も
南
方
の
枝
ハ
早
く
ひ
ら
く
と
な
り
。
二 
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条

殿

文

会

の

序

、
保

胤

や

す

た

ね

の

句

に

南

枝

北

枝

之

梅

開

落

已

異

な

り

と

作

れ

り

。

其

外

、

南

枝

開

早

北

枝

遅

な

ど

作

れ

り

。

 

○

然

ど

も

此

松

は

ー

ー

ー
○

然

と

も

と

ハ

、
上

を

う

け

て

下

を

転

ず

る

語

な

り

。
た

ゞ

松

と

斗

い

は

ず

此

と

さ

す

ハ

、
前

に

云

、
唯

今

木

陰

を

清
き
よ
め

候
松
と
い
ふ
に
応
ず
。
松
の
常
磐
な
る
徳
を
い
は
ん
と
て
、
先
、
栄
枯
有
る

木
の
徳
を
あ
げ
て
、
然
ど
も
夫
よ
り
此
松
は
、
と
は
り
合
て
い
ふ
。
筆
舌
老

た
り
。
○

と
こ
し
な
へ
と
ハ
、
長
の
字
を
書

 
 

ク

。
不
変
の
義
を
い
ふ
な
り
。
花
葉
時
を

ワ
か
す
と
ハ
、
梅
や
桜
の
こ
と
く
花
の
咲
時
、
葉
の
落
時
と
わ
か
る
事
な
く
四

時

同

し

事

と

な

り

。
○

一

千

年

の

色

雪

の

中

に

ふ

か

く

と

ハ

、
春

色

め

き

た
る
木
も
、
秋
風
立

は
落
葉
し
て
枯
木
の

こ
と
く
あ
さ
ま
し
く
見
ゆ
る
に
、

此
松
ば
か
り
ハ
い
か
な
る
厳
冬

げ
ん
と
う

の
雪
の
あ
し
た
に
も
其
色
を
た
が
へ
ず
、
一
千 

年

経へ

て

も

青

々

と

あ

る

と

な

り

。○
一

千

年

の

色

雪

中

に

深

と

い

ふ

源

 
 

ノ

順

詩

句

な

り

。

 

○

又

ハ

松

花

の

色

ー

ー

ー
○

松

花

十

か

へ

り

と

い

ふ

事

、
い

づ

れ

の

故

事

に

よ

れ

る

や

出

所

考

へ

ず

。
藻

塩

草

、
呉

竹

集

な

ど

に

、
松

は

千

年

に

十
回
花
咲
よ
し
い
へ
り
。
然
ど
も
何
と
云
故
事
に
よ
れ
り
と
云
事
な
し
。
し
れ

る

も

の

希ま

れ

な

り

。

識

者

に

尋

ぬ

べ

し

。

 

○
か
ゝ
る
便
を
松
か
え
の
ー
ー
ー 

か
ゝ
る
と
ハ
、
如
此
也
。
便
と
は
、
字
書
に

便し

ハ
宜ぎ

な
り
、
安あ

ん

な
り
と
註
し
て
、
俗

 
 

ニ

云
、
勝
手
よ
き
事
な
り
。
是
よ
り
そ

ろ

く
松
の
精
な
る
事
を
い
ひ
出
す
な
り
。
心
を
つ
く
べ
し
。
聖
代
に
は

万

物

皆

其

所

を

得

て

、
各

其

性

を

と

ぐ

る

な

り

。
五

風

十

雨

と

て

雨

風
も
順
な
れ
は
、
水
旱
風
の
い
た
ミ
も
な
く
、
お
の
が
ま
ゝ
に
生
さ
か
ゆ
れ
は
、 
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如

此

な

る

心

安

き

時

節

を

待

得

た

り

と

い

ひ

か

け

た

り

。○
こ

と

の

葉

草

と
は
詞
の
端
也
。
言
葉
と
ハ
、
音
を
か
り
て
い
ふ
な
り
。
葉
と
い
ふ
に
よ
り
て

草
と
つ
ゞ
け
、
草
と
い
ふ
よ
り
露
と
い
ひ
、
露
と
い
ふ
よ
り
玉
と
云い

ひ

、
み
が
く

と
い
ふ
な
り
。
皆
縁
語
に
て
い
ひ
つ
ゝ
け
り
。
是
ハ
古
今
の
序
に
、
や
ま
と
歌

は
人
の
こ
ゝ
ろ
を
種
と
し
て
万
の
こ
と
の
葉
と
そ
な
れ
り
け
る
、
と
書
る
に

よ

れ

り

。

 

○

生

と

し

い

け

る

も

の

ー

ー

ー
○

是

も

同

し

く

古

今

の

序

に

、
花

に

鳴
鶯
水
に
住
蛙
の
声
を
き
け
は
い
き
と
し
い
け
る
物
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま

ざ
り
け
る
、
と
い
ふ
を
ふ
ミ
て
か
け
り
。
こ
ゝ
に
い
ふ
心
は
、
非
情
の
も
の
迄
も

聖

代

の

恩

沢

を

ん

た

く

を

蒙

ら

ぬ

は

な

し

。
ま

し

て

生

有

も

の

天

か

下

し

ろ

し

め
す
帝
の
、
お
ほ
ん
め
ぐ
ミ
に
も
る
ゝ
ハ
な
し
と
也
。
敷
嶋
と
ハ
大
八
洲

お

ほ

や

し

ま

敷し
き 

及
ぼ
す
の
号
よ
り
し
て
日
本
の
惣
名
と
す
。
但
し
歌
書
な
ら
で
ハ
敷
嶋
を
日

本
の
号
に
用
た
る
例
な
し
。
も
と
敷
島
の
道
と
い
ふ
は
、
二
尊
国
家
経
営

け
い
ゑ
い

の

道
を
い
ふ
。
今
、
転
用

て
ん
よ
う

し
て
歌
道
を
い
ふ
。
玉
鉾

た
ま
ほ
こ

の
道
と
い
ふ
も
、
国
家
経
営

け
い
ゑ
い

の

道
に
し
て
神
道
の
事
な
れ
と
も
、
転
用
し
て
道
路
の
枕
詞
に
用
ゆ
。
其
義

害
な
し
。
一
説
、
詞
林
采
要
抄
に
、
磯し

城き

島し
ま

ハ
大
和
国
の
名
所
也
。
崇
神
天
皇
、

欽
明
天
皇
、
敷
嶋
に
都
し
給
ふ
故
に
日
本
の
惣
名
と
せ
り
。
大
和
を
日
本

の
惣
名
と
す
る
と
同
し
と
い
へ
り
。
○

是
、
聖
代
に
ハ
万
物
各
其
処
を
得
て
性

を

と

ぐ

る

故

に

、
自

然

と

各

歌

謡

を

発

す

る

理

有

事

を

い

ふ

也

。 

○

然

に

長

能

ー

ー

ー
○

長

能

ハ

大

織

冠

鎌

足

公

十

四

世

の

孫

也

。
長

能

か

詞
、
何
の
書
に
出
た
る
や
見
ワ
た
り
侍
ら
ず
。
然
ど
も
、
飛
鳥
井
家
古
今
集

抄

に

此

詞

を

ひ

け

り

。
お

ぼ

ろ

け

に

は

あ

ら

し

。
○

有

情

非

情
板

本

有

精

非

精

に

作 
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る

あ

や

ま

り

な

り

の

其

声

皆

歌

に

も

る

ゝ

事

な

し

と

ハ

有

情

の

ミ

な

ら

ず

、
非

情

の

ひ
ゞ
き
も
一
切
万
物
の
声
皆
歌
に
な
き
ハ
な
し
と
也
。
歌
ハ
よ
き
に
つ
き

あ

し

き

に

つ

き

自

然

と

い

ひ

出

す

も

の

な

れ

は

、
万

物

皆

物

に

感

じ

て

其
声
を
出
す
。
是
歌
な
り
。
東
坡

か
渓
ー

声
即
是

 

レ

広
ー

長
ー

舌
と
い
え
る
も
、

此

心

に

叶

ふ

べ

し

。
有

情

非

情

の

其

声

皆

歌

に

も

る

ゝ

事

な

し

と

い

ふ

か

綱

領

也

。
是

よ

り

以

下

草

木

土

沙

、
風

声

水

音

、
春

林

の

東

風

、
秋

虫
の
北
露
、
皆
有
情
非
情
と
云
中
に
こ
も
る
事
な
れ
ど
も
、
一
ツ

く
皆
歌

を

よ

む

目

を

い

ふ

な

り

。

 

○

草

木

土

沙

風

声

ー

ー

ー
○

万

物

と

い

ふ

中

に

は

草

木

土

沙

風

声
水
音
ま
で
も
こ
も
る
也
。
東
風
と
い
ふ
に
対
し
て
北
露
と
い
ふ
な
り
。
北

ハ
陰
の
か
た
な
り
。
陰
の
か
た
は
さ
む
し
。
さ
む
け
れ
バ
露
多
く
お
く
。
故
に
北 

露
と
い
ふ
也
。
然
ど
も
北
露
と
い
ふ
語
め
づ
ら
し
。
東
風
に
対
し
て
云
た
り
と
見

ゆ
れ
と
も
、
い
ぶ
か
し
。
古
今
栄
雅
抄
に
云
、
一
切
の
生
類
ハ
五
行
の
体
と
す
。

そ
の
声
、
皆
五
行
の
ひ
ゞ
き
也
。
歌
の
五
句
ハ
五
行
也
。
さ
れ
ハ
生
類
の
声
を

歌
と
い
ふ
。
長
能
か
記
に
も
、
和
歌
は
こ
れ
五
行
の
体
を
こ
と

ハ
り
出
す
。

春

の

林

の

東

風

に

う

ご

き

、
秋

の

虫

の

北

露

に

鳴

も

、
皆

こ

れ

和

歌

の

体

也

。

有

情

非

情

と

も

に

其

声

皆

う

た

な

り

と

い

へ

り
云

 

 

云

。

 

○

皆

和

歌

の

姿

な

ら

ず

や
○

姿

な

ら

ず

や

と

云

詞

、
心

を

つ

く

べ

し

。
万

物

の

声

皆

歌

な

れ

ど

も

、
其

声

は

物

に

感

ぜ

ね

は

出

ぬ

な

り

。
前

に

ハ

其
理
を
論
ず
る
、
故
に
皆
歌
に
も
る
ゝ
事
な
し
と
い
ふ
。
爰
に
は
、
す
で
に

も

の

感

じ

て

風

に

林

の

さ

つ

く
と

な

り

、
露

の

虫

の

り

ん

く
と

声

あ

る

処

を

指

て

い

ふ

、
故

に

皆

和

歌

の

姿

な

ら

ず

や

。
す

な

ハ

ち

和

歌 



高砂増々抄 

22 
 

ー 

の

姿

な

り

、
と

つ

よ

く

い

ふ

な

り

。
此

や

も

じ

、
反

語

の

て

に

は

な

り

。 
○

中

に

も

此

松

は

ー

ー

ー
○

前

に

然

ど

も

此

松

ハ

と

い

ひ

、
爰

に

又

中

に

も

此

松

は

万

木

に

勝

れ

て

と

い

ふ

。

反
覆

く
り
か
へ
し

い

え

ど

も

自

然

と

其

煩

し

き

を

覚

へ

ず

。
筆

舌

妙

な

り

。
松

の

柏

の

と

て

雪

霜

に

し

ぼ

ま

ぬ

徳

ハ

松
に
伯
仲

あ
い
に
た
る

も
の
あ
れ
ど
も
、
松
の
万
木
に
す
ぐ
れ
た
る
ハ
、
先
其

形
か
た
ち

十
八

公
の
よ
そ
ほ
ひ
あ
り
と
な
り
。
松
と
い
ふ
文
字
を
分
れ
ハ
、
十
八
公
と
な
る
也
。

装

の

文

字

お

も

し

ろ

し

。
是

に

は

故

事

有

事

な

り

。
事

文

類

聚

後

集

巻
二
十
一
云
、
呉

 
 

ノ

丁
ー

固
、  

為

 
 

二

尚

 

書

 
 

一

、  

夢

 
 

三

松
 

生
 
 

二

其

 

ノ

腹

 

ニ上

 

一

。  

謂

 
 
 

レ

人
曰
、
松
字
乃

 

チ

十
八

公

也

。

後

十

八

歳

吾

 

レ

ー

其

 

レ

 

ン

カ

為

 
 

レ

公

乎

。

卒

 

ニ

 

如

 
 

レ

夢

 
 

ノ

焉

。

 

○

千

秋

の

緑

ー

ー

ー
○

千

年

相

同

じ

く

、
古

も

今

も

色

か

へ

ぬ

と

な

り

。

古
今
の
色
を
見
す
と
云
。
○

す
も
じ
清
濁
あ
り
。
清す

む

と
き
ハ
色
を
あ
ら
ハ
す 

と
云
心
な
り
。
又
、
濁に

ご

る
時
ハ
不
変
の
色
を
い
へ
り
。
両
説
相
通
と
い
え
ど
も
、

清

音

の

方

な

ら

ひ

と

せ

り

。

見

ハ

形

甸

切

顕

な

り

。

 

○

始

皇

の

御

爵

ー

ー

ー
○

是

は

松

に

爵
し
ゃ
く

位い

あ

る

事

を

い

ふ

也

。
事

文

類

聚
前
集
巻
十
三
云
、
秦

 

ノ

始
皇

 

ル
上

 

二

泰

 

ニ山

 

一

。
風
ー

雨
暴

 

ニ

ー

至

 
 

ル

、
休
二

於
樹

 

ニ
下

 

一

。 

ス
封

 

二

其
 
 

ノ

 

ヲ樹

 

一

。
応
邵
曰
、
得
二

五
ー

松
一

、
封

 

シ
テ 

為

 
 

二

五
太 

ト夫

 

一

。
高
砂
の
尾
上
の
ー
ー
ー
○

此
歌
、
千

載

集

に

出

す

。
前

中

納

言

匡

房

の

歌

也

。
山

海

経

曰

、
豊

山

 
 

ニ 

リ有

 

二

九

 

鐘

 
 

一

焉

、

是

 
 

レ 

テ知

 
 

レ

霜

 
 

ヲ

鳴

 
 

ル

。
郭-

璞
註
云
、
霜

降

 
  

ル
時
ハ

則
鐘
ー

鳴

 

ナ
ル

、
故

 

ニ 

言

 
 

レ

知
也
。
物  

有

 
 

二

自
然
感  

応

 
 

一

、
而

 

不

 

レ  

可

 
 
 

レ

為
也
、
と

云 

 

云

。
尾
上
の
鐘
を
豊
山
の
鐘
に
よ
そ
へ
て
よ
め
る
也
。
い
ふ

心
は
、
松
に
霜
の
お
く
と
い
ひ
か
け
、
鐘
の
音
す
る
程
に
霜
の
ふ
か
く
置
た

る
よ
し
也
。
誠
な
り
と
ハ
、
古
今
の
序

 
 

ニ

、
松
の
葉
の
ち
り
う
せ
ず
し
て
ま
さ
き

の
か
づ
ら
な
が
く
つ
た
ハ
り
と
有
か
、
ま
こ
と
な
り
と
也
。
正
木
の
か
づ
ら
○

大
和
本 
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草
曰
、
其
葉
、
花
実
と
も
に
ま
ゆ
ミ
に
同
し
。
只
、
其
か
つ
ら
甚
長
し
。
皮
の
内

に
糸
有
、
ま
ゆ
ミ
の
ご
と
し
。
漢
名
し
れ
ず
。
是
杜と

仲ち
う

の
別
種
な
る
べ
し
。
ま
ゆ
ミ

を
正
木
と
云
。

ま

ん
蔓つ

る

生せ
い

と
木
生
と
の
か
は
り
に
て
、
一
物
の
こ
と
し
。
和
語
に

長

き

と

い

ふ

枕

詞

に

い

ふ

な

り

と
云

 

 

云

。

余

は

心

明

な

り

。

 

○

実

名

を

え

た

る

松

枝

の

ー

ー

ー
○

是

ハ

友

成

、
丈

婆

夫

婦

の

物

語

、

容よ
う

貌ほ
う

威い

儀ぎ

を
見
て
た
ゞ
も
の
に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
は
、
其
素
性
を
尋
る
な
り
。 

○

今

ハ

何

を

か

つ

ゝ

む

べ

き

ー

ー

ー
○

夫

婦

、
爰

に

て

始

て

松

の

精

に

て

有
よ
し
あ
か
す
な
り
。
伊
勢
物
語
に
、
お
ほ
ん
神
け
ぎ
や
う
し
て
、
と
あ
る
を

本
拠

ほ

ん

こ

と
せ
り
。
け
ぎ
や
う
と
は
現
形
と
書
く
。
神
体
の
あ
ら
ハ
れ
給
ふ
心
也
。
住
吉

明

神

ハ

子

細

有

て

和

歌

の

道

を

別

し

て

守

り

給

ふ

御

神

な

る

故

に

、

此

謡

に

和

歌

の

故

実

を

だ

ん

く
い

え

り

。

此

義

口く

訣け

つ

な

り

。

 

○

ふ

し

ぎ

や

ー

ー

ー
○

心

明

な

り

。

 

○

草

木

心

な

け

れ

ど

も

ー

ー

ー
○

聖

代

の

化く

ハ

に

よ

り

て

万

物

各

其

所

を

得
た
る
よ
し
を
い
ふ
な
り
。
是
迄
ハ
高
砂
に
て
の
物
語
也
。
住
吉
に
て
待
べ
し

と

て

、

丈

は

住

吉

へ

帰

り

け

る

体

な

り

。

 

○

高

砂

や

ー

ー

ー
○

友

成

、
高

砂

よ

り

住

吉

へ

参

詣

、
船

路

の

体

な

り

。

波
の
淡
路
と
ハ

泡あ
ハ

と
い
ひ
か
け
、
遠
く
成
と
い
ひ
か
け
た
り
。
皆
縁
語
を

用

て

舟

中

の

名

所

を

い

ふ

。
○

是

迄

道

行

三

ツ

有

て

、
始

の

道

行

、
舟

路
な
り
。
中
入
も
舟
路
に
し
て
是
亦
同
じ
く
船
路
也
。
か
く
三

ツ
と
も
に

船
路
な
る
事
、
是
を
住
吉
の
三
神
に
か
た
ど
り
、
三
を

離り

火く
ハ

の
火
と
し
て

水

を

ゆ

く

事

、

火

し

づ

め

の

祈

祷

き

た

う

な

る

よ

し

、

始

の

道

行

表う

ハ

筒づ

ゝ

男お

、

中

入

道

行

中

筒

男

、

終

の

道

行

底そ

こ

筒

男

、

是

秘

伝

な

り

と

ぞ

。
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○

我

見

て

も

久

し

く

成

ぬ

ー

ー

ー
○

此

歌

、
古

今

集

十

七

読

人

不

知
と
有
。
伊
勢
物
語
に
て
ハ
、
い
づ
れ
の
帝
か
住
吉
へ
行
幸
の
時
、
業
平

の
歌
と
す
。
歌
の
心
は
明
な
り
。
○

姫
松
、
姫
は
本
朝
に
て
う
つ
く
し
き
を
い
ふ

詞

な

り

。
ひ

め

と

ハ

日

の

女

と

い

ふ

事

に

て

、
神

道

に

て

称

美

に

用

ゆ

。

此
例
を
い
は
ゞ
、
大
和
の
佐
保
山
を
さ
ほ
姫
と
い
ひ
、
龍
田
山
を
龍
田
姫
と

い
ふ
も
、
山
の
景
色
の
う
つ
く
し
く
女
の
け
ハ
ひ
た
る
に
よ
そ
ゑ
て
い
ふ
な
り
。
し

か
れ
ど
も
佐
保
姫
、
龍
田
姫
は
連
歌
家
の
伝
に
て
神
祇
に
あ
ら
ず
、
地
名

に
よ
ら
ず
、
た
ゞ
春
と
秋
と
の
神
と
い
ふ
秘
説
あ
り
。
姫
松
と
は
松
の
う
つ
く
し

き

な

り

。

 

○

む

つ

ま

じ

と

君

ハ

し

ら

ず

や

―

―

―
○

此

歌

、
神

体

あ

ら

ハ

れ

た

ま

ひ

、

業
平
に
神
勅
有
し
歌
と
す
。
し
ら
ず
や
と
ハ
、
し
る
べ
き
物
を
と
い
ふ
心 

な
り
。
瑞
籬
と
ハ
久
し
き
と
云
枕
詞
也
。
久
し
き
世
よ
り
祝
ひ
そ
め
て
き
と
ハ
当

社
垂
跡

す
い
し
や
く

の
事
な
り
。
伊
勢
物
語
に
は
、
む
つ
ま
じ
と
君
ハ
し
ら
な
み
と
有
。
爰

ハ
し
ら
ず
や
と
い
ひ
か
へ
た
り
。
心
は
同
し
。
久
し
き
世
よ
り
祝
そ
め
て
き
と
い
ふ

を
、
下
の
つ
ゞ
き
の
た
め
に
久
し
き
世
々
の
神
か
ぐ
ら
と
い
ひ
か
え
た
り
。
す
ゞ
し

め
と
ハ
、
は
ら
ひ
き
よ
め
神
を
い
さ
む
る
こ
ゝ
ろ
也
。
宮
づ
子
と
は
、
宮
奴
と
書
て

神

人

の

事

な

り

。

 

○
西
の
う
み
ー
ー
ー
○

卜
部
兼
直
の
歌
に
、
西
の
海
や
檍
か
原
の
し
ほ
ぢ
よ

り
あ
ら
は
れ
出
し
住
吉
の
神
、
と
よ
め
る
に
依
て
い
へ
り
。
是
、
住
吉
明
神
出
現
の

本
を
い
ふ
也
。
む
か
し
伊
弉
諾
尊
、
日
向
の
小
戸
橘
の
檍
か
原
に
て
御
祓

ミ

そ

ぎ

し
給
ひ

し
時
、
表う

ハ

筒つ
ゝ

男を

。
中
筒
男
。
底
筒
男
。
と
て
あ
ら
ハ
れ
給
ひ
し
。
是
ー

即
、
住
吉
三

前
の
大
神
に
し
て
、
伊
弉
諾
尊
心
ー

化

 

ノ

神
也
。
神
功
皇
后
三
韓か

ん

を
伐う

ち

給
ふ
時
ハ
、 
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住
吉
の
三
神
御
船
守
護
神
に
て
、
新
羅
の
国
を
し
た
が
へ
帰
朝
の
時
、
今
の
津

の
国
住
吉
の
里
に
宮
居
し
祝
た
ま
へ
り
。
夫
よ
り
神
功
皇
后
も
同
し
く
祝
ひ

奉

り

て

住

吉

ハ

四

所

と

申

な

り

。

 

○

春

な

れ

や

ー

ー

ー
○

朝あ

さ

香か

潟が

た

ハ

住

吉

の

名

所

也

。
万

葉

集

に

ハ

浅

香

浦
と
よ
め
り
。
増
抄
に
は
は
り
ま
の
名
所
と
あ
れ
ど
も
、
此
所
ハ
最
早
高
砂
を

出
て
住
吉
に
至
り
て
の
事
也
。
残
の
雪
の
あ
さ
か
が
た
と
ハ
、
春
雪
の
き
え
て

あ

さ

く

成

た

る

を

名

所

に

よ

そ

へ

て

い

ひ

か

け

た

る

な

り

。

 

○

た

ま

も

か

る

ー

ー

ー
○

住

吉

の

景

色

を

い

ふ

。
玉

藻

と

ハ

藻

の

緑
ミ
ど
り

に

う

つ

く

し

き

を

ほ

め

て

玉

藻

と

い

ふ

な

り

。

玉

は

美

称

な

り

。

 

○
松
根
ー
ー
ー
○

是
ハ
橘
の
在
列

あ
り
つ
ら

か
子
、
日
の
序
の
句
也
。
本
朝
文
粋
第
十

一
に
出
す
。
名
句
な
り
。
故
に
四
条
大
納
言
公
任
卿
の
朗
詠
に
も
此
句
を
出 

せ
り
。
摩
レ

腰
と
ハ
ふ
れ
た
づ
さ
ふ
る
意
な
り
。
千
年
の
み
ど
り
手
に
満
と
は
、
松
を

折
、
或
ハ
ひ
き
て
手
に
も
て
は
、
千
と
せ
の
緑
掌
に
あ
り
と
い
ふ
也
。
梅
の
枝
を
折
て

か
ざ
せ
は
、
花
の
散
り
か
ゝ
り
た
る
か
二
月
の
雪
の
袖
に
ふ
り
か
ゝ
る
心
地
な
ん
す
と

い

ふ

な

り

。

 

○
有
難
の
影
向
や
ー
ー
ー
○

影
向
と
は
神
の
来
臨
し
給
ふ
を
い
ふ
。
住
吉
明

神

の

出

現

し

、

舞

給

ふ

よ

し

な

り

。

 

○
実
さ
ま

く
ー
ー
ー
○

舞
姫
と
ハ
乙
女
な
り
。
声
も
す
む
と
ハ
夜
の
更
る
心
有
、

住
よ
し
と
い
ひ
か
け
た
り
。
松
か
け
も
う
つ
る
と
ハ
、
住
吉
の
海
面
に
松
の
青
き
影

う
つ
り
て
青
け
れ
ば
青
海
波
と
い
ふ
也
。
青
海
波
ハ
盤
渉
調
の
楽
な
り
。
楽
説

記
聞
曰
、
こ
の
舞
の
終
り
ハ
詠
曲
有
。
舞
台
を
垣
の
こ
と
く
立
廻
る
事
有
。
夫
を

垣
代

か
き
し
ろ

と
い
ふ
。
其
中
に
て
舞
也
。
堂
上
地
下
、
相
交
舞
。
装
束
ハ
表
袴
紋
小
葵
。 
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○
還
城
楽
○

同
云
、
乞
食
調
の
曲
。
こ
の
楽
ハ
還
幸
に
用
る
な
り
。
舞
楽
の
時

ハ

蛇

を

持

て

舞

な

り

。

 

○
小
忌
衣
○

山
藍あ

い

と
い
ふ
草
に
て
染
。
近
比
、
大
嘗
会
の
節
、
此
譣
議
あ
り
け
る

よ

し

。
草

、
熊

野

ゝ

奥

よ

り

出

る

と

な

ん

。
神

祇

の

浄

衣

な

り

。

 

○
さ
す
か
ひ
な
に
ハ
ー
ー
ー
○

手
を
さ
し
の
ば
す
事
な
り
。
お
さ
む
る
手
と
ハ

の
ば
し
た
る
手
を
前
へ
お
さ
む
る
也
。
の
ば
す
も
お
さ
む
る
も
、
舞
曲
の
形
容

な

り

。

 

○
千
秋
楽
○

同
云
、
盤
渉
調
の
曲
。
漢

 
 

ノ

文
帝
の
作
な
り
。
民
百
姓
ハ
田
を
つ

く
り
て
秋
に
縁
有
、
故
に
千
秋
楽
に
民
を
撫
と
い
ふ
。
撫
と
ハ
、
撫
育
と
つ
ゞ

き

て

安

ず

る

事

な

り

。

 

○
万
歳
楽
○

平
調
の
曲
。
隋ず

い
ノ

煬
ー

帝
の
作
な
り
。
又
、
日
本
に
て
ハ
用
明
天
皇 

改
作
り
給
ふ
と
根
源
抄
に
出
す
。
万
歳
は
命
を
の
ぶ
る
に
縁
有
、
故
に
か
く

い

ふ

な

り

。

 

○

颯

々
○

と

は

松

風

の

声

な

り

。

 

 

高

砂

謡

評

 

予よ

按
す
る
に
、
此
謡
は
古
今
集

の
序
に

高
砂
住
江
の
松
も
相
生
の
や
う
に

覚
え
と
あ
る
を

、
夫
婦
陰
陽
和
合
の
事
に
と
り
な
し
、
住
吉
高
砂
夫
婦
の

御
神
と
す
。
然
ど
も
序
に
い
ふ
心
は
さ
に
あ
ら
ず
。
和
歌
の
吟ぎ

ん

科く
ハ

た
る
国
々

の

名

所

を

か

ぞ

へ

い

ふ

に

、
住

吉

高

砂

と

も

に

名

高

き

松

の

名

所

な

れ

ハ
、
同
じ
事
を
く
た

く
し
く
い
は
ん
も
無
下
な
れ
は
、
両
国
の
名
を
呼
出
て
松

の
名
所
た
る
事
を
兼
云
た
る
迄
の
事
也
。
住
吉
高
砂
あ
づ
か
ら
ず
、
相
生 



高砂増々抄 

27 
 

の

や

う

に

覚

ゆ

と

は

、
同

時

代

よ

り

相

生

た

る

松

と

な

り

。
高

砂

住

吉

神

社

共

に

神

功

皇

后

の

草

創

相
生
の
文
字
を
見
あ
や
ま
て
る
な
る
べ
し
。
序
に
い
ふ
前
後
の
文
字
を
考

見
る
べ
し
。
延
喜
を
以
て
当
代
と
せ
る
ハ
古
今
集
延
喜
五
年
の
撰
に
て
、
其

序
に
相
生
の
事
有
に
就
て

附ふ

会
く
ハ
い

せ
る
な
り
。
住
吉
明
神

、
高
砂
明
神
、
夫

婦
也
と
作
れ
る
に
も

少
す
こ
し

拠
よ
り
ど
こ
ろ

有

  

リ

。
顕
昭
か
袖
中
抄
に
、
或
ハ
三
輪
明
神
、
住

吉
明
神
の
お
ほ
ん
も
と
へ
通
ひ
給
ふ
間
に
、
住
吉
の
き
し
も
世
さ
ら
ん
も
の

故
に
、
程
な
く
や
人
に
ま
つ
と
い
は
れ
ん
と
読
給
へ
る
歌
を
、
拾
遺
抄
に

住

吉

明

神

の

神

託

と

し

る

し

た

れ

ハ

、
三

輪

明

神

は

お

と

こ

神

に

て

お
は
し
ま
す
と
聞
ゆ
、
住
吉
明
神
は
女
神
と
き
こ
ゆ
。
又
、
我
か
庵
ハ
三
輪
の

山
本
こ
ひ
し
く

ハ
と
ふ
ら
ひ
き
ま
せ

杉
た
て
る
か
と
、
此
歌
を
三
輪
明
神
、

住

吉

明

神

に

た

て

ま

つ

り

給

へ

る

と

ま

ふ

す

め

れ

ハ

、
三

輪

を

女

神

と 

可
申
歟
。
両
社
の
男
女
不
審
な
れ
は
、
と
か
く
ま
う
し
か
た
し
。
思
へ
は
神
慮
難
計

事
、
あ
た

く
し
く
定
申
す
も
、
か
け
ま
く
も
お
そ
ろ
し
き
事
な
り
と

云 

 
云

。
此

説
、
無な

き
レ

稽
か
ん
が
へ

の
妄も

う

談た
ん

也
。
筒つ

ゝ

男を

の
文
字
に
て
男
神
た
る
明
な
り
。
神
詠
も
偽

作さ
く

な
る
し
る
べ
し
。
恋
し
か
よ
ふ
な
ど
の
事
、
神
を
あ
な
づ
り
け
が
す
と
い
ふ

べ

し

。
三

輪

明

神

ハ

大

己

貴

命

な

り

。
日

本

記

、
古

語

拾

遺

、
其

余

実

録

の

記

す

る

処

然

り

。

大

己

貴

命

ハ

素

盞

烏

の

御

子

に

し

て

、

其

勇

武

あ
げ
て
国
史
に
有
。
か
く
れ
な
き
男
神
に
し
て
地
下
武
将
の
は
じ
め
な
り
。
又
、

高

砂

明

神

も

延

喜

の

比

ハ

大

己

貴

命

を

あ

か

め

奉

る

。
延

喜

年

中

よ

り

五

十

余

年

後

、
円

融

院

の

御

宇

、
天

禄

三

年

、
神

感か

ん

有

て

素

盞

烏

尊

、
奇

稲

姫

命

並

祭

三

神

を

相

殿

と

す

と

社

記

に

見

え

た

り

。
し

か

れ

は

高

砂

明
神
も
三
輪
明
神
一
体
の
御
神
な
れ
ハ
、
か
り
設
て
然し

か

い
へ
る
に
や
。
松
と 
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杉
と
遠
か
ら
ぬ
縁
な
り
。
又
、
本
草
綱
目

 

ニ

ー

曰

 
 

ク

、
千
年

 

ノ

松
樹
四
辺
枝
ー

起
上
ー

抄

 

不

 
 

レ

長
 

シ
如

 
二

偃

 

ノ
蓋

 

一

。
其

精
ー

化

 

シ
テ 

為

 
 

レ

人

其

 
 

ノ

寿

千
ー

歳
云

 

 

云

。
此

等

説

に

つ

き

て

製せ

い

造ざ

う

し

た

る

も

の

歟

。
す

べ

て

物

語

謡

曲

の

類

ハ

青

史

実

録

と

は

事

た
が
ひ
て
、
お
も
し
ろ
く
文あ

や

な
し
作
る
を
専
と
す
る
な
り
。
あ
や
と
す
べ
き
に

あ
ら
ず
。
し
か
あ
れ
ど
或
ハ
仮か

を

認
と
ゞ
め

て
真し

ん

と
し
、
真
を

斥
し
り
ぞ
け

て
仮か

と
す
る
を

病
て
し
か
い
ふ
の
ミ
。
分
て
高
砂
の
謡
は
目
出
度
い
で
き
一
句
の
忌い

む

べ
き

な
し
。
故
に
百
番
の
巻
頭
と
し
、
王
公
と
い
へ
ど
も
献け

ん

酬し
う

の
礼れ

い

こ
と
に
是
を

賦ふ

し

て

こ

と

ぶ

き

給

ふ

。

又

む

べ

な

ら

ず

や

。

 

○
或
問

 
 

テ
ー

曰
、
大
ー

宮
ー

司
家
系
友
成
と
い
ふ
は
な
し
と
聞
り
。
大
宮
司
の
家
系

略

聞

事

を

得

ん

や

。
予よ

答

 

テ

ー

曰

、
大

宮

司

は

、
景

行

天

皇

惟

人

を

神

主

に

命

し

給

ひ

て

よ

り

、
惟

人

の

末

葉

、
後

鳥

羽

帝

建

久

年

中

迄

在

職

す

。 

此
時
の
神
主
を
惟
泰
と
云
、
惟
泰
よ
り
惟
次
、
惟
義
、
惟
景
、
惟
助
、
惟
国
と

相
続
し
、
惟
国
年
比
官
軍
に
属ぞ

く

し
、
軍
功
有

 
 

リ

。
殊
更
、
其
子
惟
ー

直
、
惟
ー

成
多タ

タ々

良ラ
ノ

浜
の
合
戦
に
討
死
せ
し
か
ハ
、
其

勲
功

く
ん
こ
う

の
賞
と
し
て
後
醍
醐
天
皇
よ

り

二

箇

所

の

領

を

充

行

る

。
此

時

、
大

宮

司

領

内

に

城

を

構

る

事

二

十

ヶ

所

と

か

や

。
子

孫

段

々

繁

栄

し

、
天

正

年

中

惟

豊

の

時

分

、
今

の

高

に

し

て

凡

三

十

万

石

余

を

知

行

せ

り

。
秀

吉

公

九

州

征

伐

の

節

、
段

々

お
と
ろ
へ
惟
豊
も
卒
去
し
、
其
子
惟
光
、
惟
善
、
幼
稚
な
る
故
、
後
室
方
よ

り
小
宰
相
と
い
ふ
女
を
使
と
し
て
な
げ
き
し
か
ハ
、
惟
光
に
新
知
三
百
町

を

充

行

る

ゝ

旨

御

書

を

賜

り

け

る

。
家

臣

甲

斐

守

大

に

い

か

り

、
纔

ワ
ず
か

三

百

町

見

る

も

中

々

奇

怪

な

り

と

て

、
彼

御

書

引

や

ぶ

ら

ん

と

し

け

る

を
、
後
室
や
う

く
と
な
だ
め
て
と
り
お
さ
む
。
後
、
は
た
し
て
武
蔵
守
反ほ

ん 
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加

古

 
 

ノ

郡

北

条

 

郷

大

野

村

 

逆
ぎ
や
く

に
く
み
せ
し
か
ハ
、
阿
蘇
家
い
よ

く
衰す

い

微び

の
基
と
な
り
、
文
禄
二
年

に
惟
光
も
殺せ

つ

害が
い

せ
ら
る
。
惟
光
時
に
十
三
歳
な
り
。
加
藤
清
正
、
朝
鮮
よ

り

帰

陳

の

後

、
惟

光

罪

無

ふ

し

て

死

せ

る

を

あ

は

れ

ミ

、
秀

吉

公

に

訴

へ

、
舎

弟

惟

善

に

本

領

安

堵

せ

し

む

べ

し

と

議

せ

ら

れ

け

れ

ど

も

、

秀
吉
公
も
薨
去
な
れ

ハ
、
清
正
私
に
知
行
を
あ
た
へ
、
散
乱
せ
る
社
人
を

集

め

、
廃

す
た
れ

た

る

祭さ

い

祀し

を

興を

こ

し

、
神

職

を

つ

と

め

し

む

と

か

や

。
無

用

の

弁
な
れ
ば
、
く
は
し
く
ハ
記し

る

さ
ず
。
此
謡
、
も
と
よ
り

作
つ
く
り

物
語
な
れ
バ
、
作
者
意

あ
り
て
ワ
ざ
と
な
き
名
を
記
せ
り
。
阿
蘇
代
々
、
惟
の
字
通
称
な
り
。
或

は

阿

蘇

家

譜

に

惟

成

と

い

ふ

人

有

故

に

、
友

成

ハ

惟

成

の

書

あ

や

ま

り

な
り
、
改
る
よ
し
と
云
人
有
。
非
な
り
。
惟
成
は
大
平
記
時
代
の
人
に
て
、
今
此

延
喜
の
御
代
と
い
ふ
に
あ
は
ず
。
或
曰
、
昔
の
謡
本
に
は
我
事
也
の
三
字
な
し
。 

そ
の
故
ハ
、
む
か
し
は
阿
蘇
の
宮
の
神
主
共
な
り
と
う
た
ふ
。
但
し
友
成
と

い
ふ
者
、
神
主
の
系
図
に
な
し
。
さ
れ
は
、
神
主
共
つ
れ
だ
ち
出
る
体
ゆ
へ
、

能
に
三
大
臣
出
る
。
是
、
尤
証
と
す
べ
し
と
。
此
説

穏
を
だ
や
か

な
ら
ざ
れ
と
も
参

考

に

備

ふ

。

 

  

附

録

 

天

小

船
○

長

田

村

よ

り

三

丁

坤未

申

の

方

、
圃

中

に

あ

り

。
石

 
 

ノ

長

 
 

サ

五

尺

四

寸
、
幅
二
尺
四
寸
、
往
時
ハ
天
の
岩
船
と
い
へ
り
を
、
世
、
高
砂
の
謡
に
依

て

天

  

ノ

小

船

と

云

。

峯

相

記

云

、

日

向

大

明

神

 
 

 
 

養

老

元

年

彼

国

よ

り

岩

船

に

の

り

、
容
ー

顔

美
ー

麗

の

女
ー

体

侍
ー

女

多

 

ク

召

 

シ

ー

具

 

シ

、 
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加

古

の

浦

に

坐

と
云

 

 

云

。
此

説

に

よ

れ

ハ

日

向

明

神

の

乗

給

ふ

船

と

す

。

土
人
の
い
ふ
処
は
住
吉
明
神
の
船
と
す
。
謡
曲
に
う
た
ふ

ハ
岩
ふ
ね
と

ハ

き
こ
え
ず
。
只
、
汀
に
有
漁
夫
の
船
と
聞
ゆ
。
○

或
曰
、
神
代
巻
、
蛭
子
を

天

の

岩

樟く

す

船

に

の

せ

て

風

の

ま

に

く
は

な

ち

す

つ

と

い

へ

る

も

、
樟

木
に
て
作
れ
る
船
な
り
。
官
物
故
、
天
の
と
云
。
岩
樟
船
と
い
ふ
ハ
堅
固
の

義
を
祝
し
い
ふ
也
。
岩
と
は
か
た
き
た
と
へ
な
り
。
石
に
て
作
れ
る
船
と
に

は
あ
ら
ず
。
土
人
、
神
霊
奇
怪
に
ほ
こ
ら
ん
為
に
作
り
な
せ
る
も
の
歟
。
予

 
 

カ

曰
、

石
や
岩
を
名
付
て
む
か
し
の
岩
船
な
り
と
す
る
事
、
穴

か
ち
神
の
奇
怪
に

ほ
こ
ら
ん
為
に
云
事
に
も
あ
ら
ず
。
神
道
に
一
種
の
意
義
あ
り
。
丹
後
に

天
の
橋
立
あ
り
。
こ
の
橋
は
神
代
に
諾な

ぎ

冉な
ミ

の
二
尊
立
た
ま
ふ
浮
橋
、
大
そ
ら

よ

り

落

て

今

の

丹

後

の

天

の

は

し

だ

て

と

な

り

ぬ

る

と

伝

ふ

。
浮

橋

ハ 

造
化
陰
陽
の
か
よ
ひ
ぢ
の
あ
る
事
を
か
た
る
な
れ
ハ
、
何
ぞ
形
体
あ
ら
ん
。
し
か
る

に
落
て
あ
る
と
と
く
ハ
、
実
は
落
さ
れ
ど
も
古
儀
を
形
に
う
つ
し
名
付
て
、
浮

橋
の
こ
と
ワ
り
を
後
世
ま
で
も
わ
す
れ
ざ
ら
し
め
ん
が
た
め
な
れ
バ
な
り
。
こ
れ

を
以
て
見
れ
バ
、
高
砂
の
岩
ふ
ね
の
事
も
そ
の
名
に
託
し
て
む
か
し
の
事
を

し

ら

し

め

ん

が

た

め

な

る

べ

し

。

 

尾

上

 

風
土
記
残
篇

 
 

ニ

曰
、
尾
上

 
 

ノ

郷
土
地
上-

肥
、
民-

用

 

不

 
 

レ

多

 

ス
出

 
 
 

二

独-

活
柴-

胡
鳩
鶉

 

ヲ等

 
 

一

、
公
穀
九
十
九
凡
、
仮-

粟
四
十
三
凡

 
 

ト

云 

 

云

。
今
、
尾
上
ノ

郷
な
し
。
長
田
庄

に

属

す

。

古

今

栄

雅

抄

 
 

ニ

云

、

後

撰

集

素

性

歌

 

 

山

守

ハ

い

は

ゝ

い

は

な

ん

高

砂

の

尾

上

の

桜

折

て

か

さ

ら

ん 

此
歌
、
詞
書
に
花
山
に
て
よ
め
る
と
有
。
惣
じ
て
、
山
を
高
砂
と
い
ひ
、
尾
の 
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え
を
尾
の
上
と
い
ふ
に
ハ
あ
ら
ず
。
歌
に
し
た
が
ひ
、
お
も
ひ
ワ
く
べ
し
。
播
州
は

尾
の
江
也
。
仮
名
お
の
え
と
書
よ
し
と

云 

 

云

。
按
に
、
往
昔
、
高
砂
と
い
へ
る
ハ

村
里
の
名
に
は
あ
ら
ず
。
い
さ
ご
の
高
く
積
れ
る
所
な
れ
ハ
名
と
す
。
尾
上

と
い
ふ
も
、
山
尾
な
る
所
な
れ
ハ
い
ふ
な
り
。
し
か
れ
と
も
栄
雅
卿
の
云
、
蓋

亦
一
説
な
り
。
因
て
云
、
何
れ
の
書
に
か
い
へ
り
。
臆
記
す

書

名

追

而

可

考

出

。
播
州
の

尾
の
江
ハ
獣
の
尾
の
ご
と
く
婉
曲
な
る
入
江
な
り
と
。
○

按
に
、
加
古

 
 

ノ

湊
俗
ニ

称
ス

今

津

川

、

其
末
け
も
の
ゝ
尾
の
ご
と
く
ま
が
れ
る
形
勢
有

  

リ

。
今
、
皆
田
圃
と
な
り
僅
に

其
さ
く朔かた
よ
う羊はか

り

を
存
す
。
山
に
依
て
い
へ
ば
尾
上
と
い
ひ
、
江
に
依
て
い
え
バ
尾
の
え

と

い

ふ

。

二

説

、

相

通

る

歟

。

 

鐘

 

長

  

サ

三
尺
弐
寸
、
周
曲
七
尺
七
寸
、
厚

 
 

サ

壱
寸
九
歩
、
経

わ
た
り

弐
尺
四
寸
弐
歩
、
釈

迦

坐

像

二

躯

、
笙

觱

篥

笛

等

楽

器

の

図

及

方

四

寸

、
蓮

華

三

十

六

座

有

  

リ

。

花

蔕

い

ぼ

悉

く

落

て

疤

痕

あ

と

僅

に

存

 
  

ス

。

鐘

釼

つ
り  

て 

ノ

竹

筒

八

寸

上

に

蒲

牢

り

う

づ

の
形
を
作
れ
り
。
相
伝
、
此
華
ー

鐘
鯨
音
数
里
に
徹て

つ

す
、

故
に
明
石
よ
り

揖

保

い

ぼ

の

湊

迄

の

海

上

を

ひ

ゞ

き

の

な

だ

と

い

ふ

。
曽

て

海

賊

の

た

め

に

ゑ
ら
れ
て
、
土
佐
浦
足
摺
の
崎
迄
行

し
か
ど
も
、
怪
異
有
て
本
所
に
帰
る
。

又
、
別
所
長
治
三
木
城
に
う
つ
し
、
十
二
時
を
撞つ

け 

リ

。
別
所
家
亡
て
後
、
再
ひ

本
所
に
帰
る
と
云
。
此
鐘
あ
ま
ね
く
世
の
し
れ
る
所
也
。
し
か
れ
ど
も
、
正

史
実
録
に
は

 

タ未

 

二

考
ー

得
一

。
此
鐘
、
所
々
転
遷

て
ん
せ
ん

の
故
に
や
、
天
和
、
貞
享
の
比

迄
大
に
郤ひ

ま

有
て
、
扇
を
さ
し
入
る
ゝ
に
ゆ
た
か
な
り
し
が
、
か
ね
に
ち
ぬ
る

の
術

を

不
レ

用

し

て

、

い

つ

し

か

其

郤ひ

ま

癒い

え

て

も

と

の

ご

と

し

。

 

響

灘
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此

ほ

と

り

の

海

浜

を

ひ

ゞ

き

の

灘な

だ

と

い

へ

り

。
忠

見

家

集

に

遊

女

、 

 

音
に
き
く
目
に
は
ま
た
見
ず
は
り
ま
な
る
ひ
ゞ
き
の
灘
と
聞
ハ
ま
こ
と
か 

其

 
 

ノ

余
、
夫
木
、
題
林
、
袖
中
抄
等
に
出
す
。
し
か
れ
と
も
、
鐘
を
む
す
べ
る
歌
を

見
ず
。
予
が
聞
見
の
た
ら
ざ
る
な
る
べ
し
。
今
、
尾
上
の
神
社
に
有
て
神

物
と
す
。
む
か
し
ハ
神
祠
に
鐘
は
な
か
り
し
と
な
り
。
お
も
ふ
に
、
此
ほ
と
り
に
い
み

し

き

精

舎

有

し

に

や

。

今

考

ふ

べ

か

ら

ず

。

 

 

高

砂

増

々

抄

終

 

              


